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令和３年度（第57回）

卒業式典祝

　一
昨
年
、
未
知
の
感
染
症

で
あ
っ
た
コ
ロ
ナ
の
対
応
に

途
方
に
暮
れ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
も
進
む
な
か
、
新
し
い

生
活
様
式
を
模
索
し
て
い
た
。

そ
し
て
今
年
、
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
が
実
証
さ
れ
、
新
し
い

生
活
様
式
に
も
慣
れ
少
し
落
ち

着
い
て
き
た
と
思
っ
て
い
た

時
に
、
新
し
い
タ
イ
プ
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
晒
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
今
そ
の
た
だ

な
か
に
い
る
。
人
類
の
叡
智

と
ウ
イ
ル
ス
と
の
鬩
ぎ
あ
い

で
あ
る
。
し
か
し
、
人
類
は

常
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

き
た
。
だ
か
ら
今
が
あ
る
。

　先
端
的
な
科
学
の
力
は

偉
大
で
あ
り
、
そ
れ
に
支
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
だ
け
で
は
未
知
の
力
に

打
ち
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

で
き
う
る
限
り
早
く
こ
の
異
例

ず
く
め
の
社
会
を
平
常
の

社
会
生
活
に
戻
す
た
め
に
は
、

一
部
の
科
学
者
の
優
れ
た

知
見
と
と
も
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
認
識
と
そ
れ
に
基
づ
く

行
動
で
あ
る
。

　今
年
度
の
卒
業
証
書
授
与

式
も
違
和
感
を
持
つ
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
も
正
し
く

怖
れ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ

い
た
行
動
で
あ
る
。
今
し
ば

ら
く
こ
の
行
動
様
式
に
従
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、

い
く
ば
く
か
は
異
例
の
行
動

短
期
大
学
部
長
　田 

邉 

　勲

　卒
業
生
諸
君
、
卒
業
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　努
力
が
報
わ
れ
、
よ
う
や
く

ゴ
ー
ル
に
着
い
た
安
堵
感
は

十
分
に
推
察
で
き
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　そ
こ
で
、
私
の
人
生
哲
学

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
。
私

が
二
八
歳
頃
に
読
ん
だ
の
が

南
北
戦
争
を
あ
つ
か
っ
た
本

で
あ
る
。

　そ
の
中
で
リ
ン
カ
ー
ン
が
、

あ
る
時
、同
僚
と
喧
嘩
ば
か
り

し
て
い
る
一
人
の
青
年
将
校
を

た
し
な
め
る
話
が
あ
る
。「
自
己

の
向
上
心
を
心
が
け
て
い
る
者

は
喧
嘩
ば
か
り
し
て
い
る
暇
は

な
い
は
ず
だ
。
お
ま
け
に
喧

嘩
の
結
果
不
機
嫌
に
な
っ
た
り

自
制
心
を
失
っ
た
り
す
る
こ

と
を
思
え
ば
、
い
よ
い
よ
喧

嘩
は
で
き
な
く
な
る
は
ず
で
あ

る
。
こ
ち
ら
に
五
分
の
理
し
か

な
い
場
合
に
は
、ど
ん
な
重
大
な

こ
と
で
も
相
手
に
譲
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
ち
ら
に
十
分
の
理
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
で
も

小
さ
な
こ
と
な
ら
譲
っ
た
方
が

い
い
。
細
道
で
犬
に
出
会
っ

た
ら
権
利
を
主
張
し
て
噛
み

つ
か
れ
る
よ
り
も
、
犬
に
道
を

譲
っ
た
方
が
賢
明
で
あ
る
。

た
と
え
犬
を
殺
し
た
と
し
て

も
、
噛
ま
れ
た
傷
は
治
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。」
と
。

　つ
ね
に
相
手
の
意
見
や
言
葉

に
耳
を
傾
け
、
相
手
の
立
場
を

相
手
と
同
様
に
理
解
で
き
る

者
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

し
か
し
、
ふ
り
か
え
っ
て
み
る

と
、
議
論
に
熱
が
入
り
、

い
つ
の
ま
に
か
相
手
を
論
駁

し
よ
う
と
し
て
い
た
自
分
に

気
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
相
手

は
、
論
駁
さ
れ
て
、
心
か
ら

非
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
の

事
を
快
く
思
う
こ
と
は
少
な
い
。

従
っ
て
、
自
分
を
論
駁
す
る

人
に
好
意
を
持
つ
こ
と
は

少
な
い
。
議
論
で
勝
っ
て
も

空
し
い
。
む
し
ろ
、
議
論
や

反
論
を
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
禅
の
言
葉
に
も
、

同
様
な
趣
旨
の
言
葉
が
あ
る
。

「
妥
協
し
な
い
生
き
方
な
ん
て
、

偉
く
も
な
け
れ
ば
、
尊
く
も

な
い
。
虎
に
も
な
り
、
猫
に
も

な
る
生
き
方
こ
そ
最
高
な
の

だ
。」と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

我
々
は
、
社
会
で
自
分
を

認
め
て
も
ら
う
た
め
に
、

妥
協
し
な
い
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
輩
が
多
い
。

我
々
は
、
そ
の
議
論
に
変
更

の
余
地
が
あ
る
場
合
は
、
虎

で
は
な
く
、
猫
に
豹
変
す
る

勇
気
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
深
い
意
味
で
あ
る
。

　こ
の
場
合
、
猫
に
な
っ
た

か
ら
、
馬
鹿
に
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
妥
協
を
せ
ず
に
虎
の

ま
ま
で
い
る
こ
と
が
結
局
、

馬
鹿
に
さ
れ
、
孤
立
す
る
原
因

で
あ
る
こ
と
を
知
る
必
要
が

あ
る
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
本
に

出
あ
っ
て
か
ら
は
議
論
を
し

た
り
、
自
己
主
張
を
す
る
の
を

控
え
る
よ
う
に
し
て
き
た
。

　八
年
程
前
に
十
時
間
に
及
ぶ

大
手
術
を
し
た
時
に
、
小
・

中
・
高
の
友
達
が
見
舞
い
に

来
て
く
れ
た
。
高
校
の
友
達
は

来
て
く
れ
る
か
も
分
か
ら
な
い

が
、
普
通
に
考
え
て
小
学
校

の
友
達
が
来
て
く
れ
る
こ
と
は

先
ず
な
い
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
か
ら
巣
立
つ
社
会
で

受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

私
の
人
生
哲
学
を
是
非
、
実
行

し
て
ほ
し
い
。

　諸
君
の
大
成
を
心
よ
り

祈
念
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と

し
た
い
。

　さ
よ
う
な
ら
！

学
校
法
人
　溝
部
学
園
理
事
長
　
　
　
　
　

別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
学
長
　
　
　
　
　

溝
　部
　
　
　仁

リ
ン
カ
ー
ン
の

　
　生
き
方
に
学
ぶ

様
式
は
残
る
で
あ
ろ
う
。
と
は

い
え
、
私
た
ち
は
き
っ
と

明
る
い
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
が
人
類
の

歴
史
だ
か
ら
。

　今
日
、
こ
の
学
び
舎
を

巣
立
ち
ゆ
く
皆
さ
ん
も
、

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
た

と
き
に
、
寂
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

学
園
祭
も
実
施
で
き
な
かっ
た
。

成
人
式
も
華
や
か
さ
が
な
か
っ

た
。
今
日
を
祝
う
謝
恩
会
も

行
え
な
い
と
。
し
か
し
、
考
え

よ
う
に
よ
っ
て
は
人
類
の

歴
史
的
な
と
き
に
身
を
置
く

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
深
い

感
慨
を
も
っ
て
振
り
返
る
日

が
く
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
一
年
は
決
し
て
意
味
の

な
い
一
年
で
は
な
か
っ
た
。

希
望
を
胸
に
抱
き
、
手
に
は

誇
れ
る
資
格
を
持
ち
、
心
に

M
izo
be 

Sp
ir
i
ts

を
秘
め
た
若
者
と
し
て
大
き
く

羽
ば
た
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

「留学生たちの溝部での日々」
　2021年度秋新たにフィリピン、スリランカ、ネパール、
中国からの留学生が加わり、インド、インドネシア、ウガンダ、
サモア、ベトナム、ミャンマーの10か国の外国人留学生が
集う、国際色豊かなキャンパスとなった。在学生数は、科目等
履修生を含めると、94名。介護福祉学科、食物栄養学科、
ライフデザイン総合学科に所属し、それぞれの目標である他
大学への編入学、進学、日本での就職などに向かって、日々
勉強に励み、専門性を高めている。
　授業は、昨年度に引き続き、オンライン授業と対面授業の
ハイブリッド授業で開講。最初は戸惑いがあった留学生たち。
どんどん慣れて、教室での授業と変わらない元気な笑顔と声が
溢れた。その授業の成果もあり、今年も多くの学生が日本語
能力試験N1、N2に合格し、日本留学試験でも高得点を獲得
した。日本での就職のため、「特定技能ビザ」「宿泊」「外食」
分野に挑戦し、合格した留学生もいる。今後も、本学で勉強
した成果を資格取得、点数で出し、それぞれの夢に一歩ずつ
着実に近づいてもらいたい。
　昨年度に続き、コロナウィルスのせいで、大分県内の国際
交流活動は、縮小、キャンセルが続いたが、2021年10月31日
大分市主催のおおいたワールドフェスタ2021に参加し、
パフォーマンス部門のトップバッターとして「世界民族衣装
ファッションショー」に出演した。緊張する姿も見られたが、
ステージ出演と裏方として活躍した留学生たちは、久しぶりの
国際交流活動を楽しんだ。現在、本学には、母国スリランカ、
中国、ネパールで入国・入学を待つ留学生たちが多数いる。
その学生達へのオンライン日本語講義を実施し、好評を得て
いる。一日でも早く日本に入国できる日が来るようにしていた
だきたいと切に願っている。
　また、国際交流課では、「コロナ禍でできる国際交流」と
して、中国上海、大連の友好締結校との連携を深め、日本語
や日本文化の授業を開講している。
　ポストコロナを見据え、今後も「別府溝部学園短期大学で
学びたい」留学生たち、在学生たちと共に歩んでいきたい。

一
年
を
振
り
返
っ
て

意
義
あ
る
一
年



　
別
府
市
議
会
と
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
と
の

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式
を
実
施

し
た
。

（
日
　
程
）
2
0
2
1
年
11
月
５
日（
金
）

（
会
　
場
）
別
府
市
役
所
２
階
　
議
会
棟
　
　
　

市
議
会
議
長
室

（
参
加
者
）

学
園
側
：
理
事
長
・
副
学
長
・
短
大
部
長
・

事
務
局
長
・
教
務
課
長
・
国
際

交
流
課
長

市
議
会
側
：
議
長
・
副
議
長
・
広
報
公
聴

委
員
会
委
員
長
・
同
副
委
員
長
・

事
務
局
職
員

　
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
側
は
、
別
府
市
の

福
祉
、
経
済
、
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
政
治
を

通
し
て
、
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
で
、
教
員

及
び
学
生
の
基
礎
研
究
に
還
元
さ
れ
る
。

　
市
議
会
側
は
、
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
の

専
門
的
知
見
や
学
生
の
斬
新
な
意
見
を
収
集
し
、

地
域
課
題
の
解
決
や
政
策
提
言
に
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
。

2
0
2
1
年
度 

別
府
市
議
会
・
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　連
携
協
定
　締
結
式

理
事
長
・
学
長
　
　
　
　
　教
　授
　溝
　部
　
　
　仁

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

　
日
本
家
政
学
会
大
会
へ
大
分
県
幹
事
と
し
て

参
加
し
た
。

（
日
　
程
）
2
0
2
1
年
５
月
28
日（
金
）〜
30
日（
日
）

（
会
　
場
）
神
戸
女
子
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

（
主
　
催
）
日
本
家
政
学
会

（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

研
究
発
表
（
口
頭
）

公
開
講
演
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
生
活
」

基
調
講
演

「
逆
参
勤
交
代
が
拓
く
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
働
き
方
・
住
ま
い
方
・
暮
ら
し
方
」

講
演
１
「
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
生
活
を
考
え
る

－

生
活

経
営
学
の
視
点
か
ら

－

」

講
演
２
「
手
づ
く
り
が
か
な
え
る
『
と
も
に

し
あ
わ
せ
に
な
る
し
あ
わ
せ
』
な

生
活
文
化
」
〜
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

『
手
づ
く
り
マ
ス
ク
寄
贈
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
の
事
例
〜
」

講
演
３
「
淡
路
島
で
実
現
す
る
豊
か
な
生
き

方
・
働
き
方
」

教
育
講
演

講
演
１
「
ネ
グ
レ
ク
ト
の
原
因
の
解
明
と

そ
の
回
避
に
む
け
て

－

生
理
学
の

立
場
か
ら

－

」

講
演
２
「
入
浴
時
の
指
の
シ
ワ
シ
ワ

－

温
熱
性

皮
膚
血
管
収
縮
－
」

家
庭
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
証
交
付
式
・

活
動
報
告
会

若
手
の
会
・
国
際
交
流
委
員
会
共
催
セ
ミ
ナ
ー

「
先
達
か
ら
聞
く
若
手
研
究
者
向
け
国
際
学
術

交
流
！

－

国
際
的
研
究
の
進
め
方

－

」

　
部
会
企
画

　
日
本
家
政
学
会
九
州
支
部
大
会
へ
大
分
県
幹

事
と
し
て
参
加
し
た
。

（
日
　
程
）
2
0
2
1
年
10
月
16
日（
土
）

（
会
　
場
）
熊
本
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

（
主
　
催
）
日
本
家
政
学
会
九
州
支
部
事
務
所
　

　
　
　
　  

大
分
大
学
教
育
学
部

（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

研
究
発
表

特
別
企
画
：
高
校
生
に
よ
る
家
政
学
研
究
発
表
会

学
術
講
演
・
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
公
開
）

共
通
テ
ー
マ
『
熊
本
城
の
復
興
と
生
活
創
造
』

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
（
谷
口
）
彩
子
（
熊
本
大
学

・
大
会
実
行
委
員
長
）

「
熊
本
地
震
と
熊
本
城
の
復
興
」
稲
葉
継
陽
氏

（
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・

教
授
）

「
熊
本
地
震
後
の
復
興
と
生
活
創
造
」（
熊
本
市

政
策
企
画
課
　
松
下
修
二
郎
氏
）

「
熊
本
県
立
大
学
に
お
け
る
食
育
活
動
と
研
究

の
展
開
」（
熊
本
県
立
大
学
　
白
土
英
樹
氏
）

総
会

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

　
日
本
で
も
、
世
界
で
も
、
C
O
V
I
D-

19
の

感
染
症
と
の
戦
い
が
介
護
現
場
で
広
が
り
、
そ
の

中
で
介
護
職
を
社
会
に
欠
か
せ
な
い
「
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
」
な
職
種
と
捉
え
る
見
方
が
広
が
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
状
況
で
あ
る
。
改
め
て
、
介
護

現
場
の
介
護
職
の
役
割
、
ま
た
日
本
の
介
護

福
祉
士
を
中
心
と
し
た
「
介
護
福
祉
実
践
」
の

意
味
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
介
護
現
場

で
は
、
新
た
な
状
況
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

現
場
の
介
護
福
祉
の
実
践
者
・
研
究
者
等
が
、

介
護
政
策
を
動
か
す
動
き
は
日
本
だ
け
で
は

な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
も
見
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
介
護
現
場
か
ら
の
政
策
提
言
が
、
バ
イ
デ
ン

政
権
の
介
護
政
策
、
介
護
職
政
策
を
動
か
し
て

き
て
い
る
。

　
日
本
は
世
界
に
先
駆
け
て
介
護
職
の
国
家

資
格
化
を
行
っ
た
。
専
門
的
な
「
介
護
福
祉
」
の

考
え
方
、
介
護
福
祉
学
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る

中
で
、
初
代
学
会
長
・
故
一
番
ケ
瀬
康
子
先
生

の
提
唱
で
1
9
9
3
年
に
学
会
が
創
設
さ
れ
、

来
年
は
学
会
創
設
30
年
に
な
る
。

　
本
大
会
で
は
、〝
生
活
支
援
の
柱
で
あ
る
「
介
護

福
祉
学
」
の
実
践
的
研
究
と
構
築
〞
に
向
け
、

「
介
護
福
祉
実
践
」
と
は
何
か
を
議
論
し
、
ま
た

「
介
護
」、「
介
護
福
祉
」
の
未
来
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
と
共
に
考
え
た
い
と
思
う
。

（
日
　
程
）
2
0
2
1
年
８
月
29
日（
日
）

（
会
　
場
）
神
戸
女
子
大
学
　
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
（
W
e
b
開
催
）

（
主
　
催
）
日
本
介
護
福
祉
学
会
・
第
29
回
日
本

介
護
福
祉
学
会
大
会
実
行
委
員
会

（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

開
会
式

学
会
長
講
演

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
の
『
介
護

福
祉
実
践
』
の
意
義
」

　
　
長
野
大
学
　
教
授
　
太
田
貞
司
氏

基
調
講
演

「
生
活
に
芸
術
を

－

介
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

－
」

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
　
学
長
　

平
田
オ
リ
ザ
氏
（
劇
作
家
・
演
出
家
・

青
年
団
主
宰
）

昼
休
み
・
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
介
護
の
現
場
」

　
　
社
会
福
祉
法
人
き
ら
く
え
ん
　
け
ま
喜
楽
苑

　
　
施
設
長
　
堀
口
明
子
氏

自
由
研
究
発
表
（
口
頭
）

学
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
介
護
福
祉
の
可
能
性
を
探
る

－

地
域

共
生
社
会
を
見
据
え
て

－

」

登
壇
者
：
前
田
隆
行
氏
・
馬
場
拓
也
氏
・

岡
村
英
佑
氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木
裕
子
氏
（
東
洋
大
学
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
名
　
靖
氏
（
日
本
介
護
福
祉
学
会

　
　
　
　
　
　
副
会
長
）

学
会
総
会

閉
会
式

2
0
2
1
年
度 

（
一
社
）
日
本
家
政
学
会
　第
73
回
大
会

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

　
2
0
2
0
年
は
、
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
と
い
う
未
曽
有
の
事
態

に
よ
り
、
日
本
社
会
で
も
厳
し
い
状
況
下
の
１
年

と
な
っ
た
。

　
昨
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

教
員
研
修
沖
縄
県
大
会
開
催
も
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
、
や
む
な
く
延
期
と
な
り
、
そ
の
代
替

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
本
大
会
を
開
催
す
る

運
び
と
な
っ
た
。

　
従
来
の
教
育
課
程
に
お
け
る
講
義
進
行
や

新
た
に
生
活
様
式
も
様
変
わ
り
す
る
中
で
、
様
々
な

感
染
症
予
防
対
策
を
含
め
介
護
を
志
し
た
学
生
達

に
学
び
の
機
会
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
講
義
・

演
習
・
実
習
等
の
学
び
の
質
を
担
保
し
た
教
育

方
法
を
工
夫
し
て
き
た
こ
と
と
思
う
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
と

並
行
し
、
加
速
す
る
少
子
高
齢
社
会
の
社
会
情
勢

に
も
合
致
し
た
各
校
の
多
種
多
様
な
取
り
組
み

を
介
護
教
員
が
一
致
団
結
し
て
、
こ
の
沖
縄
の
地

で
〝
ゆ
い
ま
〜
る
〞
の
精
神
で
、
新
た
な
介
護

福
祉
教
育
へ
の
一
助
と
な
る
大
会
を
開
催
す
る
。

※

注
釈
：「
ゆ
い
ま
ー
る
」
と
は
、
沖
縄
の
方
言

で
結
（
ゆ
い
）
順
番
（
ま
ー
る
）

お
互
い
に
順
番
通
り
（
平
等
）
行
っ
て

い
く
こ
と
を
意
味
し
、
全
て
は
出
会
い

か
ら
始
ま
り
、
絆
を
生
ん
で
い
く
沖
縄

の
黄
金
言
葉
（
後
世
に
残
す
こ
と
ば
）

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

（
日
　
程
）
2
0
2
1
年
９
月
25
日（
土
）

（
会
　
場
）
医
療
法
人
　
お
も
と
会
　
沖
縄
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
福
祉
学
院

（
主
　
催
）（
公
社
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

協
会
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

（
担
当
校
）
沖
縄
県
介
護
福
祉
士
養
成
校
連
絡
会

４
校

（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

開
会
式

基
調
講
演

「
専
門
学
校
に
お
け
る
特
別
な
ニ
ー
ズ
を

有
す
る
学
生
へ
の
支
援
」

（
講
師
　
元
琉
球
大
学
　
教
育
学
部
　
学
部
長

緒
方
茂
樹
氏
）

【
午
前
の
部
】
分
科
会
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
習

の
取
り
組
み
の
工
夫
」

第
一
分
科
会
（
演
習
お
よ
び
技
術
系

授
業
に
つ
い
て
）

第
二
分
科
会
（
介
護
実
習
に
つ
い
て
）

【
午
後
の
部
】「
外
国
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
課
題
と
取
り

組
み
の
情
報
共
有

特
別
講
演
　「
介
護
業
界
へ
の
I
C
T
の
実
際
」

　
　
　
　（
講
師
（
株
）
Care　Connect 

J
a
p
a
n 

常
務
取
締
役
　
山
梨

敦
也
氏
）

協
議
会
　
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
理
事
　
小
笠
原

靖
治
氏

閉
会
式

令
和
3
年
度
　日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
　九
州
ブ
ロ
ッ
ク
教
員
研
修
会 

「
学
び
を
と
め
な
い
！
」
ゆ
い
ま
ー
る
で
育
む
介
護
福
祉
教
育

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

2
0
2
1
年
度 

（
一
社
）
日
本
家
政
学
会
九
州
支
部
第
66
回
大
会

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

2
0
2
1
年
度

日
本
介
護
福
祉
学
会
大
会

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
介
護
福
祉
の
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
学
長
・
介
護
福
祉
学
科
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

　
今
年
度
の
研
修
会
は
、「
未
来
（
2
0
4
0
）
を

支
え
る
生
活
支
援
と
介
護
福
祉
士
〜
地
域
の
理
解

と
協
力
の
も
と
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、「
生
活

支
援
」
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
。「
生
活
支
援
」
の

生
活
と
は
、
生
命
の
活
性
化
の
基
盤
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
行
為
を
、
自
分
の
意
思
で
決
定
し
て
行
っ
て

い
る
。
こ
の
生
活
行
為
は
生
理
的
な
欲
求
だ
け

で
な
く
、
精
神
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
欲
求

を
満
た
す
行
為
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
生
活
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
す
べ
て
を

意
味
し
て
お
り
、「
生
活
支
援
」
と
は
、
そ
れ
ら

を
総
合
的
に
支
え
る
、
ま
さ
に
そ
の
人
ら
し
く

生
き
る
こ
と
へ
の
支
援
そ
の
も
の
だ
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

　
介
護
福
祉
士
は
施
設
や
在
宅
を
問
わ
ず
、「
生
活

支
援
」
を
担
う
専
門
職
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。「
求
め
ら
れ
る
介
護
福
祉
士
像
」
に
も
、

今
回
の
改
訂
で
「
地
域
の
中
で
施
設
・
在
宅
に

か
か
わ
ら
ず
、
本
人
が
望
む
生
活
を
支
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。

（
日
　
程
）
2
0
2
1
年
11
月
17
日（
水
）

（
会
　
場
）
学
校
法
人
　
河
原
学
園

（
主
　
催
）（
公
社
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

協
会

（
主
　
管
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
　

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
　
　
　
　
愛
媛
県
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会

（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

開
会
式

厚
生
労
働
省
報
告
：

こ
れ
か
ら
の
介
護
福
祉
教
育
の
方
向
性
と

展
望

（
厚
生
労
働
省
　
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤

課
福
祉
人
材
確
保
対
策
室
　
室
長
　
田
中

義
高
氏
）

基
調
講
演
：

こ
れ
か
ら
の
生
活
支
援
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

－

在
宅
障
害
者
へ
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
通
し
て

－

（
訪
問
介
護
事
業
所
　
A
S
U 

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
　
木
原
健
太
氏
）

分
科
会

第
１
分
科
会
　
介
護
過
程
教
育
力
向
上
を
目
指

し
て

第
２
分
科
会
　
介
護
福
祉
士
に
と
っ
て
の

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
３
分
科
会
　
外
国
人
留
学
生
養
成
教
育
の

み
ら
い

－

国
家
試
験
合
格
に

向
け
て
の
教
育
事
例

－

第
４
分
科
会
　
在
宅
に
お
け
る
看
取
り
と

生
活
支
援
の
必
要
性

講
演
：
介
護
最
前
線
の
リ
ア
ル
（
撮
影
）
に
拘
る

理
由

（
ケ
ア
ワ
ー
ク
・
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
　
　

野
田
明
宏
氏
）

閉
会
式

令
和
3
年
度
全
国
教
職
員
研
修
会

未
来
（
2
0
4
0
）
を
支
え
る
生
活
支
援
と
介
護
福
祉
士

〜
地
域
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
〜
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一
般
社
団
法
人
日
本
調
理
科
学
会
は
、

調
理
科
学
に
携
わ
る
研
究
者
、
関
連
分
野
の

研
究
者
、
教
育
者
、
技
術
者
が
参
加
し
て
、

調
理
に
関
す
る
科
学
的
研
究
の
推
進
、
そ
の

知
識
の
普
及
を
目
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
開
催
延
期
と
な
り
、
今
年
度
大
会

は
、
Zoom
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

９
月
７
日
に
、
2
0
1
7
年
〜
2
0
2
１
年

に
刊
行
さ
れ
た
日
本
調
理
科
学
会
特
別
研
究

「
伝
え
継
ぐ
日
本
の
家
庭
料
理
」
別
冊
う
か
た

ま
16
冊
の
完
結
記
念
と
し
て
公
開
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。
後
日
、
参
加
者
が
2
8
0
名
、

Y
o
u
t
u
be
で
の
視
聴
2
1
2
名
の
参
加
が

あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
９
月
８
日
の

特
別
企
画
「
伝
え
継
ぐ
日
本
の
家
庭
料
理
」

e

－

ポ
ス
タ
ー
発
表
は
、
38
都
道
府
県
の

代
表
委
員
が
各
地
域
の
行
事
食
の
特
徴
や

見
ど
こ
ろ
の
発
表
を
行
っ
た
。
大
分
県
は
、

西
澤
千
恵
子
（
前
別
府
大
学
）・
篠
原
壽
子

（
前
東
九
州
短
期
大
学
）・
立
松
洋
子
（
前
別
府

大
学
短
期
大
学
部
）・
高
松
伸
枝
（
別
府
大
学
）・

宇
都
宮
由
佳
（
学
習
院
女
子
大
学
）
の
各
先
生

と
と
も
に
、「
大
分
県
の
家
庭
料
理
　
行
事
食

の
特
徴
　
時
間
を
か
け
て
作
ら
れ
る
山
海
美
味

の
料
理
（
と
り
飯
・
あ
じ
の
丸
ず
し
・
お
ひ
ら
・

鯛
め
ん
・
物
相
寿
司
・
あ
い
あ
ぜ
・
た
ら
お
さ

等
）」
に
つ
い
て
ま
と
め
、
望
月
が
発
表
を

行
っ
た
。

　
十
一
月
一
九
日
「
大
分
食
（
ご
は
ん
）
の
日
」

を
含
む
一
週
間
は
「
お
お
い
た
食
育
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
て
、
食
育
の
推
進
に
関
す
る
普
及
啓
発

を
図
る
た
め
の
行
事
が
重
点
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
令
和
三
年
十
一
月
十
四
日
に
は
、

お
お
い
た
食
（
ご
は
ん
）
の
日
S
C
H
O
O
L

（
大
分
県
主
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
、

入
室
時
の
検
温
、
手
指
消
毒
が
行
わ
れ
た
。

三
密
を
防
ぐ
た
め
、
大
分
市
竹
町
に
あ
る
w
a
z
a

w
a
z
a
ビ
ル
の
二
階
と
四
階
に
、
ま
た
午
前

と
午
後
の
二
部
に
分
け
、
要
予
約
、
人
数
制
限

を
設
け
た
。
四
階
で
は
、
キ
ッ
ズ
食
育
ト
レ
ー

ナ
ー
の
も
と
む
ろ
あ
さ
み
さ
ん
に
よ
る
お
に

ぎ
り
教
室
（
幼
児
と
そ
の
親
子
対
象
）
が
行
わ

れ
た
。
屋
外
ブ
ー
ス
で
は
、
朝
シ
ャ
キ
ー
ン

実
行
委
員
会
が
「
朝
ご
は
ん
」
の
展
示
を
行
い
、

実
行
委
員
会
参
加
校
の
学
生
が
、
展
示
パ
ネ
ル

前
で
朝
食
の
意
義
や
、
朝
食
の
摂
り
方
な
ど

に
つ
い
て
、
来
館
者
へ
P
R
を
行
っ
た
。
本
学

食
物
栄
養
学
科
学
生
も
参
加
し
た
。

　
二
階
で
は
、
望
月
と
と
も
に
本
学
学
生
が
、

「
み
そ
玉
づ
く
り
体
験
　
忙
し
い
朝
で
も
安
心
。

簡
単
美
味
し
い
料
理
を
習
得
！
」
と
題
し
て
、

一
般
の
参
加
者
（
一
回
一
五
名
）
へ
、
か
ぼ

ち
ゃ
ス
ー
プ
、
だ
ん
ご
汁
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
み
そ
玉
づ
く
り
実
習
を
行
い
、
朝
食

に
、
温
か
い
汁
物
、
野
菜
を
プ
ラ
ス
す
る
意
義

や
簡
便
な
方
法
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

補
助
学
生
が
卒
業
研
究
と
し
て
作
成
し
た
味
噌

に
つ
い
て
の
レ
リ
ー
フ
の
配
布
も
行
い
、
味
噌

汁
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
研
究
す
る
者
が

集
ま
り
研
究
成
果
の
発
表
を
行
う
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
令
和
３
年
度
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
学
会
は
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

と
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
〜
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
の

現
状
と
今
後
〜
」
と
題
し
て
、
昨
年
と
同
様

に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
部
は
「
２
０
３
０
F
B
に
向
け
て
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
〜
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

ゆ
く
え
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
95
分
配
信

さ
れ
た
。
司
会
は
エ
コ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社 

取
締
役
会
長
で
あ
る
近
藤
繁
樹
氏
が
行
い
、

４
名
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
パ
ネ
リ
ス
ト
達

が
喫
緊
の
課
題
（
S
D
G
s
、
環
境
問
題
、

大
量
生
産
と
大
量
消
費
、
エ
シ
カ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
等
）
に
つ
い
て
、
情
報
の
共
有
や
ア
パ

レ
ル
業
界
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
に

つ
い
て
事
例
を
交
え
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
第
２
部
の
口
頭
研
究
発
表
は
４
ル
ー
ム
で

同
時
配
信
を
行
い
合
計
32
報
の
発
表
が
行
わ

れ
、
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
ポ
ス
タ
ー

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
８
報
が
限
定
公
開

さ
れ
た
。

　
筆
者
の
口
頭
研
究
発
表
は
「
Z
世
代
が
好
む

プ
チ
プ
ラ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

と
題
し
て
、
Z
世
代
の
プ
チ
プ
ラ
志
向
と

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
指
向
に
つ
い
て
の
現
状
や

各
種
デ
ー
タ
か
ら
の
考
察
に
つ
い
て
ま
と
め
て

発
表
を
行
っ
た
。

　
全
国
大
会
の
様
子
は
２
０
２
１
年
11
月
29
日

発
刊
の
繊
研
新
聞
（
第
２
０
７
６
７
号
）
に
も

掲
載
さ
れ
、
例
年
を
上
回
る
参
加
（
約
８
５
０
名
）

が
あ
っ
た
。
リ

モ
ー
ト
形
式
の

学
会
は
好
評
の

上
、
滞
り
な
く

実
施
さ
れ
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

教
育
振
興
の

一
助
と
な
る

有
益
な
学
術
研

究
会
で
あ
っ
た
。

　
令
和
３
年
11
月
５
日
に
、
母
校
で
あ
る

大
分
県
立
中
津
北
高
等
学
校
創
立
１
１
０
周
年

記
念
式
典
及
び
記
念
事
業
が
執
り
行
わ
れ
た
。

同
校
同
窓
会
副
会
長
を
務
め
な
が
ら
、
１
１
０

周
年
事
業
の
実
行
委
員
と
し
て
も
事
業
参
画
し

さ
ら
に
は
里
帰
り
授
業
の
講
師
の
一
人
と
し
て

講
演
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
記
念
事
業
の

１
つ
に
「
里
帰
り
授
業
」
が
あ
り
、「
自
走
力
」

を
総
合
テ
ー
マ
に
医
療
・
教
育
・
建
設
業
・

起
業
家
・
林
業
家
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
・

和
楽
器
演
奏
者
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
現
役

で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
13
人
の
講
演
事
業

で
あ
る
。
希
望
生
徒
30
名
に
対
し
、
管
理

栄
養
士
の
立
場
か
ら
「
や
る
か
！
や
ら
な
い

か
！
で
人
生
は
変
わ
る
〜
た
く
さ
ん
の
経
験

で
私
は
強
く
な
る
〜
」
を
私
の
講
演
テ
ー
マ

と
し
50
分
の
講
演
を
行
っ
た
。
自
分
の
選
択

次
第
で
人
生
が
変
わ
る
こ
と
、
自
分
が
願
え
ば

そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
幾
度
も
訪
れ
る
こ
と
、

資
格
を
得
て
働
く
こ
と
の
意
味
を
、
経
験
を

踏
ま
え
た
内
容
で
あ
る
。

　
現
在
、
私
は
栄
養
士
養
成
施
設
で
勤
務
す
る

上
で
、
栄
養
士
の
先
輩
だ
と
い
う
気
持
ち
と

と
も
に
、
情
報
の
発
信
元
と
し
て
、
学
生
と

関
わ
れ
る
こ
の
お
仕
事
に
楽
し
み
を
感
じ
て

い
る
。
教
員
と
い
う
お
仕
事
を
い
た
だ
く
ま
で

に
、
失
敗
や
後
悔
を
経
験
と
捉
え
な
が
ら
進
ん
で

き
た
。
仕
事
は
自
分
の
存
在
価
値
を
表
す
場
だ

と
話
し
、
人
の
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

「
強
く
て
優
し
い
人
間
」
に
な
っ
て
社
会
で

活
躍
し
て
欲
し
い
と
も
語
っ
た
。
留
学
生
と
の

交
流
を
通
じ
、
私
が
英
語
を
話
せ
な
く
て
も

「
日
本
語
を
学
ん
だ
留
学
生
が
私
と
交
流
を

持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
奇
跡
だ
」
と
笑

い
を
誘
っ
た
？
！
は
ず
だ
。

　
最
後
に
高
校
生
へ
の
エ
ー
ル
と
し
て
「
唯
一

無
二
」
の
存
在
と
な
り
自
分
の
自
信
に
繋
げ
、

幸
せ
な
人
生
を
送
っ
て
欲
し
い
と
締
め
た
。
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ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
　
教
授
　
髙
　野
　弓
　枝

会
期
：
令
和
３
年
11
月
20
日
（
土
）　
幹
事
校
：
文
化
学
園
大
学

2
0
2
1
年
度
フ
ァッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
全
国
大
会
発
表
報
告

　
食
物
栄
養
学
科
　
教
授
　
望
　月
　美
左
子

会
期
：
令
和
３
年
９
月
７
日
（
火
）•
8 

日（
水
）　
Z
o
o
m
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

一般
社
団
法
人
日
本
調
理
科
学
会
2
0
2
1 

年
度
大
会
報
告

　
食
物
栄
養
学
科
　
教
授
　
望
　月
　美
左
子

会
期
：
令
和
３
年
11
月
14
日
（
日
　
会
場
：
ワ
ザ
ワ
ザ
ビ
ル
（
大
分
県
大
分
市
中
央
町
）

お
お
い
た
食（
ご
は
ん
）の
日
S
C
H
O
O
L
講
演
報
告
　

　
食
物
栄
養
学
科
　
准
教
授
　
江
　島
　陽
　子

会
期
：
令
和
３
年
11
月
５
日
（
金
）　
場
所
：
大
分
県
立
中
津
北
高
等
学
校

大
分
県
立
中
津
北
高
等
学
校
創
立
1
1
0
周
年
・

里
帰
り
授
業
講
演
報
告

　「
O
I
T
A
提
言
フ
ェ
ス
タ
留
学
生
に
よ
る

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

2
0
2
1
年
10
月
30
日
に
大
分
駅
前
の
祝
祭

の
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
福
祉
学
科

１
年
生
の
ナ
ン
ス
ェ
ー
さ
ん
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

が
大
分
県
の
各
大
学
の
発
表
者
を
お
さ
え
、

演
題
「
た
っ
た
ひ
と
つ
の
ろ
う
そ
く
」
で

第
一
位
の
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
11
月
25
日
に
は
、「
第
18
回

外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
あ
り
、
介
護
福
祉
学
科
留
学
生
コ
ー
ス
の

ヨ
ー
ヤ
ッ
ア
ウ
ン
ラ
イ
ン
タ
ン
さ
ん
（
ジ
ョ

セ
フ
さ
ん
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
が
、
演
題
「
私

に
と
っ
て
の
介
護
」
で
大
分
県
３
位
の
優
良
賞

と
賞
金
を
獲
得
し
ま
し
た
。
介
護
福
祉
学
科

留
学
生
コ
ー
ス
の
ソ
ー
モ
ー
ト
ゥ
エ
ー
さ
ん

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
が
「
気
持
ち
を
オ
ー
プ
ン
に

し
よ
う
」
で
O
A
B
大
分
朝
日
放
送
賞
、

食
物
栄
養
学
科
留
学
生
コ
ー
ス
の
ア
マ
リ
ア

フ
ァ
テ
ィ
マ
ラ
モ
ナ
さ
ん
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

が
「
留
学
し
て
知
っ
た
母
国
」
で
朝
日
新
聞

社
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
応
援
で

素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

コ
ロ
ナ
に
は
絶
対
負
け
な
い
！
留
学
生
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
！

〜
留
学
生
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
報
告
〜
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【
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
】

〔
フ
ァ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
〕

第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
　
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ブ
ー
ケ
の

作
り
方
」

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
２
年
次
生
対
象
）

講
師
／
株
式
会
社
　
野
田
麗
華
園

　
　
　
副
社
長
　
野
田
　
淳
一 

先
生
（
現
代
の
名
工
）

　
　
　
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
大
分
県
技
能
士
会
会
長

日
時
／
令
和
４
年
２
月
14
日
（
月
）
10
時
30
分
〜
12
時
10
分

会
場
／
本
館
２
階
　
１
２
３
教
室

〔
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
〕

第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
」

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
１
・
２
年
次
生
対
象
）

日
時
／
令
和
３
年
10
月
13
日
（
水
）
９
時
〜
12
時

会
場
／
記
念
館
３
階
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室

〔
医
療
事
務
コ
ー
ス
〕

第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

「
医
療
事
務
の
仕
事
に
つ
い
て
」

（
医
療
事
務
コ
ー
ス
１
・
２
年
次
生
対
象
）

講
師
／
医
療
法
人
八
宏
会
　
有
田
胃
腸
病
院
　
医
療
事
務
　

　
　
　
後
藤
　
瑞
希 

様
（
卒
業
生
）

日
時
／
令
和
３
年
７
月
19
日
（
月
）
16
時
10
分
〜
17
時
40
分

会
場
／
短
大
本
館
　
1
2
4
教
室

【
食
物
栄
養
学
科
】

　
第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「
日
清
医
療
食
品
（
株
）
　
会
社
説
明
会
」

　
　
　
　
給
食
委
託
会
社
の
栄
養
士
の
仕
事
と
は

　
　
　
　
　（
食
物
栄
養
学
科
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
日
清
医
療
食
品
株
式
会
社
南
九
州
支
店

　
　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
開
発
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
横
山
　
真
純 

先
生

【
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
】

第
一
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　「
就
活
に
必
要
な
証
明
書
の
手
続
き
・
履
歴
書
の
書
き
方
作
文
等
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
幼
児
教
育

　
　
学
科
、
介
護
福
祉
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
／
令
和
３
年
４
月
５
日
（
月
）
9
時
30
分
〜
11
時

第
二
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
面
接
で
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
」

（
リ
モ
ー
ト
・
W
E
B
面
接
、
個
人
面
接
と
集
団
面
接
の
差
等
）

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
幼
児
教
育

学
科
、
介
護
福
祉
学
科
各
２
年
次
生
対
象
）

講
師
／
本
学
非
常
勤
講
師
　
田
原
　
裕
子 

先
生

日
時
／
令
和
３
年
４
月
24
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　
　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
　

　
　
　
介
護
福
祉
学
科
２
年
生

　
　
　
令
和
３
年
４
月
24
日
（
土
）
10
時
40
分
〜
11
時
40
分

　
　
　
幼
児
教
育
学
科
２
年
生

会
場
／
本
館
３
階
　
階
段
教
室

第
三
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
面
接
で
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
」

（
リ
モ
ー
ト
・
W
E
B
面
接
、
個
人
面
接
と
集
団
面
接
の
差
等
）

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
幼
児
教
育

学
科
、
介
護
福
祉
学
科
各
２
年
次
生
対
象
）

講
師
／
本
学
非
常
勤
講
師
　
田
原
　
裕
子 

先
生

日
時
／
令
和
３
年
５
月
29
日
（
土
）
9
時
〜
10
時
30
分

参
加
方
法
／
①
自
宅
で
Goog
le       

Mee
t
で
の
参
加
型

　
　
　
　
　
②
各
教
室
で
の
参
加
型

会
場
／
階
段
教
室
　
幼
児
教
育
学
科
、
1
2
4
教
室
　
ラ
イ
フ

　
　
　
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
1
2
5
教
室
　
食
物
栄
養
学
科

　
　
　
と
介
護
福
祉
学
科

第
四
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
志
望
動
機
・
自
己
P
R
の
書
き
方
に
つ
い
て
」

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
介
護
福
祉

学
科
の
各
２
年
生
対
象
）

講
師
／
I
O
I
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
田
和
瀬
　
修 

先
生

日
時
／
令
和
３
年
７
月
３
日
（
土
）
10
時
〜
11
時
10
分

会
場
／
本
館
３
階
　
階
段
教
室

第
五
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
就
活
の
た
め
の
正
し
い
着
こ
な
し
・
み
だ
し
な
み
講
座
」

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
介
護
福
祉

学
科
の
各
１
年
次
生
対
象
）

講
師
／
ス
ー
ツ
セ
レ
ク
ト
ゆ
め
タ
ウ
ン
別
府

　
　
　
　
店
長
　
田
井 

様

日
時
／
令
和
３
年
10
月
２
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

会
場
／
本
館
3
階
　
階
段
教
室

　
　
　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
学
生
、
食
物
栄
養
学
科
学
生

　
　
　
1
2
5
教
室

　
　
　
食
物
栄
養
学
科
学
生
、
介
護
福
祉
学
科
学
生

第
六
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
か
ら
学
び
ま
し
ょ
う
」

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
介
護
福
祉

学
科
の
各
１
年
次
生
対
象
）

講
師
／
佐
々
木
　
剛 

先
生

日
時
／
令
和
３
年
10
月
30
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

会
場
／
本
館
3
階
　
階
段
教
室

第
七
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
性
格
検
査
・
一
般
常
識
テ
ス
ト
」

•
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
　
医
療
事
務
コ
ー
ス

日
時
／
令
和
４
年
１
月
24
日
（
月
）
３
限
目

会
場
／
1
2
4
教
室

科
目
名
／
一
般
常
識
テ
ス
ト
・
性
格
検
査

人
数
／
５
人
　
　
　
　
監
督
／
後
藤

•
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル

コ
ー
ス
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

日
時
／
令
和
４
年
１
月
26
日
（
水
）
２
限
目

会
場
／
1
2
3
教
室

科
目
名
／
一
般
常
識
テ
ス
ト
・
性
格
検
査

人
数
／
25
人
　
　
　
　
監
督
／
後
藤

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

〜
学
生
の
た
め
の
教
養
講
座
〜

別府溝部学園短期大学 公開講座

別府溝部学園短期大学ホームページから申し込めます別府溝部学園短期大学ホームページから申し込めます べっぷみぞべ 検索

　本年度も、新型コロナウイルスの感染予防のために検温、消毒、マスク着用、３密
防止等に留意しながら、本学が保有する専門的、総合的な教育・研究機能を地域社会
に開放し、地域住民の生涯学習のニーズに応え、地域文化の向上に資することを目的
として公開講座を件数を減らして実施しました。
　開設された講座は、
別府溝部学園短期大学会場
１“魔法のパン屋さん”アンパンマンとカレーパンマン
そして温泉プールで遊ぼうね！、２ピカピカ光る！！
世界で一つだけの“どろだんご”。、３温泉学
～別府温泉の魅力、温泉活用法を学ぶ～（正規
授業の一般公開）食物栄養学科温泉コンシェルジュコース、
４大分学～おんせん県おおいたをまるごと学ぼう～（正規
授業の一般公開）食物栄養学科温泉コンシェルジュコース、
５温泉文化と活用（正規授業の一般公開）食物栄養学科
温泉コンシェルジュコース、６温泉入浴指導員養成
講座（正規授業の一般公開）食物栄養学科温泉コンシェル
ジュコース、７ハンドベル講座－アドバンス
コース－、８美味しい「小籠包」を作ろう！、
９収穫の秋を味わおう、10おせち料理を一緒に
作りませんか？、11たのしい薬草講座
J:COMホルトホール大分
１大友宗麟の時代の文学と話し言葉の実態～コレ
ジョで学ばれた『伊曾保物語』『平家物語』などを通して～、
２フラワーアレンジ
　参加者は幼児から高齢者まで、幅広い年齢層
で延べ331名に達し、和気あいあいの中、有意義
な時間を共有していました。

オープンカレッジ2021実施

４
学
科
合
同
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
・
食
物
栄
養
学
科

幼
児
教
育
学
科
・
介
護
福
祉
学
科

〜
令
和
３
年
度
就
職
支
援
課
年
間
計
画
〜

•
介
護
福
祉
学
科

日
時
／
令
和
４
年
１
月
28
日
（
金
）
４
限
目

会
場
／
福
祉
介
護
棟

科
目
名
／
一
般
常
識
テ
ス
ト
・
性
格
検
査

人
数
／
15
人
　
　
　
　
監
督
／
後
藤

•
食
物
栄
養
学
科

日
時
／
令
和
４
年
１
月
19
日
（
水
）
３
限
目

会
場
／
8
7
2
教
室

科
目
名
／
一
般
常
識
テ
ス
ト
・
性
格
検
査

人
数
／
26
人
　
　
　
　
監
督
／
實
本

•
幼
児
教
育
学
科

日
時
／
令
和
４
年
２
月
７
日
（
月
）
３
限
目

会
場
／
階
段
教
室

科
目
名
／
一
般
常
識
テ
ス
ト
・
性
格
検
査

人
数
／
53
人
　
　
　
　
監
督
／
寺
野

第
八
回
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
か
ら
学
び
ま
し
ょ
う
」

（
幼
児
教
育
学
科
１
年
次
生
対
象
）

講
師
／
佐
々
木
　
剛 

先
生

日
時
／
令
和
４
年
２
月
７
日
（
月
）
10
時
40
分
〜
11
時
40
分

会
場
／
本
館
3
階
　
階
段
教
室

　
　
日
時
／
令
和
３
年
４
月
23
日
（
金
）
16
時
10
分
〜
17
時
40
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館
　
1
2
5
教
室

　
第
二
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
　

　
　「
給
食
管
理
実
習
　
学
外
実
習
報
告
会
」

　
　
　
　 

（
食
物
栄
養
学
科
1
・
2
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
／
令
和
３
年
11
月
６
日
（
土
）
９
時
〜
12
時
10
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館
　
階
段
教
室

【
幼
児
教
育
学
科
】

　
第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　
こ
ど
も
の
理
解
と
保
育
・
教
育
相
談

　
　「
医
療
機
関
で
の
療
育
の
実
際
と
保
育
者
の
役
割
」

（
幼
児
教
育
学
科
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
別
府
発
達
医
療
セ
ン
タ
ー 

課
長
　
末
　
裕
子 

様

　
　
日
時
／
令
和
3
年
6
月
23
日
（
水
）
10
時
40
分
〜
12
時
10
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館 

1
2
5
教
室

　
第
二
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　
保
育
実
習
指
導
Ⅱ

　
　「
保
育
に
お
け
る
責
任
と
魅
力
（
卒
業
生
講
話
）」

（
幼
児
教
育
学
科
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
や
ま
な
み
保
育
園
　
日
高
　
牧
　
様

　
　
　
　  

ふ
た
ば
こ
ど
も
園
　
吉
田
　
謙
伸 

様

　
　
　
　  

別
府
発
達
医
療
セ
ン
タ
ー
　
矢
野
　
千
尋 

様

　
　
日
時
／
令
和
3
年
7
月
８
日
（
木
）
12
時
50
分
〜
14
時
20
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館 

1
2
5
教
室

　
第
三
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　
幼
稚
園
教
育
実
習
Ⅰ

　
　「
私
立
幼
稚
園
に
関
す
る
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

　
　
　（
幼
児
教
育
学
科
1
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
大
分
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

　
　
　
　  

　
会
長 

土
居 

孝
信 

様

　
　
　
　  

な
ぎ
さ
幼
稚
園

　
　
　
　  

　
園
長
　
藤
垣
　
勝
志 

様

　
　
　
　  

め
ぐ
み
幼
稚
園

　
　
　
　  

　
奥
村
　
み
は
る 

様

　
　
　
　  

め
ぐ
み
幼
稚
園

　
　
　
　  

　
衛
藤
　
那
奈 

様

　
　
日
時
／
令
和
４
年
１
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　  

10
時
40
分
〜
12
時
10
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学

　
　
　
　  

本
館 

階
段
教
室

　
第
四
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
　「
社
会
に
出
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
マ
ネ
ー
の
基
礎
知
識
」

（
幼
児
教
育
学
科
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
日
本
証
券
業
協
会
　
稲
川
　
貴
浩 

様

　
　
日
時
／
令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）
10
時
40
分
〜
12
時
10
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
本
館 

1
2
5
教
室

【
介
護
福
祉
学
科
】

　
第
一
回
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　
Z
o
o
m
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　
　「
介
護
の
生
理
学

　
　
　
　
入
門
勉
強
会
」

　
　
（
介
護
福
祉
学
科
1
・

　
　
　
　
　
　
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
株
式
会
社

　
　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
ウ
ッ
ド

　
　
日
時
／
令
和
３
年
　

　
　
　
　
　
10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　  

15
時
〜
18
時
30
分

　
　
会
場
／
福
祉
介
護
棟

　
　
　
　  

介
護
実
習
室

　「
あ
な
た
は
、
何
の
た
め
に
本
を
読
む
の
で
す
か
」

　
あ
る
人
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。「
た
だ
一
人
、
だ
れ
に
も

妨
げ
ら
れ
な
い
夜
の
し
じ
ま
の
な
か
、
ス
タ
ン
ド
の
灯
り

を
つ
け
て
、
会
う
こ
と
も
な
い
時
代
の
人
を
友
達
と
し
て

親
し
く
語
り
合
う
、
そ
の
楽
し
み
は
何
に
も
か
え
が
た
い

も
の
で
す
。」

　
時
を
超
え
て
、
国
を
超
え
て
相
み
る
こ
と
の
で
き
な
い

人
と
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
楽
し
み
、
そ
れ
こ
そ
が

読
書
の
醍
醐
味
。
そ
の
人
は
こ
う
も
言
っ
て
い
ま
す
。

「
対
面
で
話
し
合
う
と
き
に
す
べ
て
を
理
解
し
あ
っ
て

わ
か
り
あ
え
る
友
が
い
れ
ば
嬉
し
い
こ
と
だ
け
れ
ど

そ
ん
な
に
都
合
よ
く
は
い
か
な
い
。」
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は

そ
れ
で
必
要
な
時
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
や
は
り

本
当
に
心
開
き
自
分
の
心
を
偽
ら
ず
語
り
合
え
る
の
は

読
書
の
友
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
語
り

合
い
の
中
で
き
っ
と
豊
か
な
心
の
糧
を
手
に
し
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
思
い
は
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
け
ば
、
日
々
の
あ
わ
た
だ
し
さ
の
中
に
埋
も
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
彼
は
「
こ
こ
ろ
に
う
つ
り
ゆ
く

よ
し
な
し
ご
と
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
か
き
」
つ
け
て

い
ま
す
。

　「
読
書
感
想
文
」
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、
作
品
を

読
ん
で
心
動
か
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
感
動
を
正
確
に
読
む

人
に
伝
え
る
こ
と
、
伝
え
る
た
め
に
必
要
な
本
文
の
引
用

が
適
切
に
過
不
足
な
く
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
本

の
内
容
が
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
も
ち
ろ
ん
文
章
作
成
上
の
基
本
を
踏
ま
え
た
上

で
、
文
体
の
工
夫
で
あ
る
と
か
、
構
成
の
巧
み
さ
な
ど
も

要
素
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
時
を
超
え
て
、
国
を
超
え
て

相
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
と
何
を
語
り
合
っ
た
の
か
、

そ
の
人
の
ど
ん
な
言
葉
が
私
の
心
を
と
ら
え
私
の
心
の

糧
と
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
私
は
ど
う
育
て
る
の
か
。

そ
の
よ
う
な
観
点
を
も
と
に
選
考
を
行
っ
た
結
果
、
以
下

の
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
読
書
感
想
文
の
部
】

　最
優
秀
賞

　
　
和
田
　
美
紀
（
幼
教
二
年
）

 

『
夕
凪
の
街
　
桜
の
国
』
を
読
ん
で

　優
秀
賞

　
　
安
倍
　
正
浩
（
介
護
一
年
）

 

『
人
間
失
格
』
を
読
ん
で

　
　
上
村
　
誉
子
（
食
物
一
年
）

 

『
ケ
ー
キ
の
切
れ
な
い
非
行
少
年
た
ち
』
を
読
ん
で

　
　
岩
﨑
佐
和
子
（
幼
教
二
年
）

 

『
幼
稚
園
真
諦
』
を
読
ん
で

　佳
　作

　
　
小
田
原
佳
菜
子
（
幼
教
一
年
）

 

『
漁
港
の
肉
子
ち
ゃ
ん
』
を
読
ん
で

　
　
川
邊
　
詩
菜
（
ラ
イ
フ
一
年
）

 

『
幸
せ
を
振
り
返
る
』
を
読
ん
で

　
　
大
島
　
海
優
（
幼
教
二
年
）

 

『
日
本
一
醜
い
親
へ
の
手
紙

　
　
　
　
そ
ん
な
親
な
ら
捨
て
ち
ゃ
え
ば
？
』
を
読
ん
で

　
　
近
藤
　
真
理
（
食
物
一
年
）

 

『
52
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
』
を
読
ん
で

　
　
田
村
　
優
奈
（
幼
教
一
年
）

 

『
山
椒
魚
』
を
読
ん
で

【
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
部
】

　最
優
秀
賞

　
　
大
谷
　
春
花
（
ラ
イ
フ
二
年
）

　

　
　注
（
ラ
イ
フ
＝
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
・
食
物
＝
食
物
栄
養
学
科
・

幼
教
＝
幼
児
教
育
学
科
・
介
護
＝
介
護
福
祉
学
科
）

第
16
回 

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル



溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報（ 5 ）令和４年３月15日　第71号

　10月26日火曜日べっぷアリーナにおいて「令和3年度　短大・
歯科合同スポーツ大会」が実施されました。今年はメインアリーナ
がコロナワクチン接種会場となったことにより、サブアリーナ
のみでの開催となりました。実行委員で様々な議論を交わし、
今年度は、午前中に『バドミントン』午後から『9人制バレー』
と『ドッジビー』の計3種目を実施しました。試合の前後に手指
消毒や用具の消毒したりなど例年にない感染症対策を実施する
大会となりました。
　その中でも、学生たちは与えられた環境の中で額に汗し、青春
の１ページを心に刻むことができたのではないでしょうか。
　各競技入賞したのは以下の通りです。

スポーツ大会

水 泳 部｠
私
は
兄
の
影
響
で
三
歳
の
頃
か
ら
水
泳
を
始
め
、

高
校
三
年
の
最
後
の
大
会
で
こ
の
ま
ま
自
分
の

水
泳
人
生
を
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
思
い
、
本
大
学

で
も
続
け
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
入
学
し
て
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
が

思
う
よ
う
に
出
来
ず
大
会
も
次
々
に
中
止
と
な
り

辛
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
陶
山
先
生
と
葵
先
輩

が
励
ま
し
て
支
え
て
下
さ
っ
た
お
陰
で
頑
張
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
又
、
寮
生
活
で
は
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
上
手
く
い
く
か
不
安
で
し
た
が
、

葵
先
輩
が
一
か
ら
優
し
く
教
え
て
下
さ
っ
た
の
で

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
二
年
生
に
な
り
、
一
人
の
後
輩
を
迎
え
ま
し
た
。

辛
い
時
も
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
し
続
け
ま
し
た
。
最
後
の
九
州
大
会

で
は
、
集
大
成
と
思
っ
て
自
分
の
力
を
全
て
出
し

切
り
悔
い
な
く
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
は

水
泳
を
通
し
て
、
努
力
し
続
け
る
こ
と
は
無
駄
に
は

な
ら
な
い
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
部
活
と
寮
生
活
で

得
た
沢
山
の
経
験
を
活
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
。

　
私
は
高
校
か
ら
弓
道
を
し
て
お
り
、
高
校
で
は

全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
日
々
練
習
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
目
標
は
叶
え
ら
れ
ず
悔
し
さ

と
も
う
一
度
全
国
を
目
指
し
た
い
と
い
う
思
い
で

こ
の
短
大
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
入
部
す
る
前
か
ら
部
員
が
少
な
く
指
導
者
も

い
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
て
、
自
分
達
な
ら
こ
の

環
境
で
も
や
っ
て
い
け
る
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
部
員
も
少
な
く
指
導
者
も
い
な
い
、

更
に
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
環
境
は
私
に
と
っ
て
と
て
も

辛
く
、
何
も
で
き
な
い
自
分
が
嫌
に
な
り
弓
道
に

対
す
る
気
持
ち
が
冷
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
度
も

気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
し
た
が
、
必
ず
大
会
に
は

出
ら
れ
る
と
い
う
甘
い
考
え
や
人
数
が
足
り
な
い

か
ら
絶
対
に
勝
て
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
納
得

い
く
部
活
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
２
年
間
で
自
分
の
弱
さ
や
不
自
由
な
く

で
き
る
こ
と
の
有
難
さ
を
感
じ
、
周
り
の
方
の
支
え

が
あ
る
か
ら
こ
そ
自
分
が
頑
張
れ
て
い
る
こ
と
を

思
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
自
分
に
厳
し
く
生
活
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
弱
さ

主
　将
　前
田
　紗
季
　

弓 道 部

後
悔
の
な
い
選
択

主
　将
　近
藤
　優
香

ハンドベルリンガーズ年間活動報告書
顧
　問

　山
香 

陽
子

ライフデザイン総合学科ビジネス・観光コース
ヤダブ・マノーズ・クマル

別府溝部学園短期大学での学び

　今年度もコロナの影響を受け、上半期の活動は残念ながら休止状態となりましたが、10月下旬に母子寡婦福祉
連合会より演奏依頼をいただきました。
　短い練習期間となりましたが、幼児教育学科の1年次生7名、2年次生4名、本学教員の寺野先生、羽山先生と
ともにクリスマスの曲を中心とした5曲を披露してまいりました。この経験が後押しとなり、参加した学生を中心
にサークルとしても正式に再開いたしました。現在は、1年次生6名で練習に励んでおります。
　卒業生OGによるハンドベルリンガーズも、今年度は演奏活動を行うことができました。大塚先生御指導のもと、
アートプラザでのクリスマスフェスタに参加し、多くのお客様に天使のハーモニーを届けてまいりました。
　今後も、学内外でハンドベルの音色をお届けできるよう、力を尽くしてまいりたいと思います。よろしくお願い
申し上げます。

　日本に来たばかりの時、
日本語があまり話せませんで
した。しかし、一生懸命頑張っ
て、今では日本人の学生と一緒
に授業を受ける事が出来る
までの日本語能力が身につき
ました。また、様々なイベント
に参加して、様々な人と協力
もしました。例えば、学園祭
でネパールの学生みんなで
ネパールの料理を作って売り
ました。また、ロータリー
クラブのみなさんと地域の
ごみ拾いをしたり、姫山会
スタッフとして、スポーツ大会
の準備や運営もしたりしま
した。これらの活動を通じて、
自分を鍛えるだけでなく、国際
交流の重要性も理解すること
ができ、貴重な経験となりま
した。
　終わりに、私たちは別府
溝部学園短期大学を卒業します
が、先生方の支えの下、同級生
と楽しい時間を過ごすことが
できました。これからも自分
の目標に向かって頑張ります。
本当にありがとうございま
した。

◇バドミントン
　1位…食物2年A（田中/宮城）
　2位…幼教1年A（久多良木/岩波）
　3位…幼教2年D（宮崎/野村/酒井）・歯科A・歯科B
◇ドッジビー
 １位 留学生 ２位 幼教1年 ３位 歯科B
◇9人制バレー
 １位 介護合同 ２位 幼教2年 ３位 留学生



令和３年度
介護福祉学科

第
14
回 「朝食を食べて、朝シャキーン」
食栄コンテスト

　
介
護
人
材
育
成
と
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
、
介
護

福
祉
学
科
発
足
当
初
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
「
ふ
く
し
・

ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
〜
き
ち
ょ
く
れ
！
楽
し
い
ん
デ
イ
〜
」
を

今
年
も
開
催
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
配
慮
を
し
な
が
ら
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

「
溝
部
学
園 

地
域
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
と
県
内
の
高
校
生

を
対
象
と
し
た
「
溝
部
学
園
　
ふ
く
し
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

を
2
回
開
催
し
た
。
参
加
し
た
地
域
の
高
齢
者
や
高
校
生

に
、
介
護
の
素
晴
ら
し
さ
や
食
生
活
の
重
要
性
に
つ
い
て

披
露
し
た
。

１
回
目
　
「
溝
部
学
園 

地
域
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

〈
日
　
時
〉
令
和
３
年
11
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
13
時

〈
場
　
所
〉
福
祉
介
護
棟
　
1
階
実
習
室

〈
対
象
者
〉
内
竈
福
寿
会
31
名
　
学
内
関
係
者
12
名

　
　
　
　
　
卒
業
生
１
名

２
回
目
　
「
溝
部
学
園
　
ふ
く
し
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

〈
日
　
時
〉
令
和
３
年
11
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
14
時

〈
場
　
所
〉
福
祉
介
護
棟
　
1
階
実
習
室

〈
対
象
者
〉
高
校
生
32
名
　
留
学
生
５
名

　
　
　
　
　
学
内
関
係
者
14
名

〈
内
　
容
〉

　
テ
ー
マ
を
『
ほ
ん
わ
か
介
護
く
ん
』
と
決
め
、「
ほ
ん

と
う
に
わ
か
っ
て
す
る
介
護
」
の
必
要
性
を
視
覚
・
聴
覚

に
訴
え
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
学
生
と
教
員
に
よ
る

大
正
琴
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
統
括
・
劇
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
食
事
班
に
学
生
が
分
か
れ
、
各
班
と
も
に

福
祉
・
介
護
の
魅
力
を
伝
え
た
。
ま
た
、
興
味
・
関
心

が
湧
く
よ
う
、
参
加
者
自
ら
体
験
で
き
る
企
画
を
盛
り

込
ん
だ
。
そ
し
て
、
対
象
者
の
特
性
に
合
わ
せ
た
内
容
と
す
る
た
め
に
、

学
生
が
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
参
加
し
た
地
域
の
方
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
あ
り
が
と
う
」
等
の
声
が

あ
っ
た
。
高
校
生
か
ら
は
「
介
護
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
た
。
１
・
２
年
次
生
と
留
学
生
コ
ー
ス
の

学
生
も
加
わ
り
協
働
で
一
つ
の
大
き
な
行
事
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
の
こ
と
は

学
生
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
今
後
の
学
生
自
身
の
成
長
や

自
信
へ
と
繋
が
る
と
考
え
る
。

　
令
和
３
年
11
月
20
日
（
土
）、
第
14
回
　
食
栄
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
朝
食
を
食
べ
て
、
朝
シ
ャ
キ
ー
ン
」。
大
分
県
に
お
け
る

朝
食
喫
食
率
向
上
の
た
め
の
食
育
活
動
に
協
賛
し
、
忙
し
い
朝
で
も
し
っ
か
り

朝
食
を
食
べ
、
健
康
の
維
持
増
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
「
チ
ャ
チ
ャ
っ
と
朝
食
」（
短
時
間
で
誰
で
も
簡
単
に
調
理
で
き
る
）、

「
し
っ
か
り
朝
食
」（
難
し
く
な
い
け
れ
ど
栄
養
は
バ
ッ
チ
リ
）
の
２
部
門
に

分
け
て
公
募
し
た
。

　
応
募
総
数
2
0
6
作
品
の
中
か
ら
、
18
作
品
（
チ
ャ
チ
ャ
っ
と
11
作
品
、

し
っ
か
り
７
作
品
）
が
本
審
査
に
進
ん
だ
。
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
対
策
を
行
っ
た
う
え
、
大
分
県
内
の
高
校
生
、
大
学
生
、
一
般
の
方
、

総
勢
89
名
に
参
加
い
た
だ
い
た
。
学
生
は
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
し
、
当
日

も
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
し
た
。

　
本
審
査
で
は
、
出
品
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
栄
養
士
・

行
政
・
高
校
家
庭
科
教
員
ら
審
査
員
が
評
価
し
た
。
チ
ャ
チ
ャ
っ
と
部
門
で
は
、

時
短
の
た
め
に
電
子
レ
ン
ジ
を
う
ま
く
利
用
し
た
も
の
や
、
包
丁
を
使
わ
ず
に

調
理
で
き
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。
し
っ
か
り
部
門
で
は
、

野
菜
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
、
栄
養
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
ら
れ
た
作
品

が
多
か
っ
た
。
ど
の
出
品
者
の
発
表
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
多
く
の
出
品
者
が

朝
食
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
チ
ャ
チ
ャ
っ
と

部
門
で
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
衣
笠
丼
」、
し
っ
か
り
部
門
で
「
旬
の
食
材
を

使
っ
た
和
朝
食
」
が
選
ば
れ
た
。

　
今
回
は
、
全
国
栄
養
士
施
設
協
会
・
大
分
県
・
大
分
県
栄
養
士
会
等
に

協
賛
を
、
大
分
県
カ
ボ
ス
振
興
協
議
会
と
J
A
お
お
い
た
よ
り
食
材
を
提
供

い
た
だ
い
た
。
そ
の
食
材
は
、
本
学
学
生
が
調
理
し
た
昼
食
や
、
出
品
者
へ
の

副
賞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

　
今
後
は
ま
と
め
冊
子
を
発
行
し
、
大
分
県
内
の
高
校
生
等
に
お
届
け
し
、

食
育
に
役
立
て
た
い
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
今
回
の
目
的
で
あ
る
、「
一
人

で
も
多
く
の
朝
食
欠
食
者
が
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と

考
え
る
。

第40回
　
第
40
回
記
念
公
演
を
12
月
８
日
（
水
）
J
:
C
O
M 

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
、

10
日
（
金
）
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
１
年
の
延
期
を
経
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
座
席
数
半
数
、
完
全
予
約
、

演
目
時
間
短
縮
な
ど
多
く
の
制
限
下
で
し
た
が
、
千
三
百
名
の
地
域
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
観
覧
時
の
感
染
予
防
行
動
を
お
願
い
す
る
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
や
第
30
回
か
ら
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
と
本
公
演
制
作
過
程
を
あ
わ
せ
た

メ
イ
キ
ン
グ
動
画
を
制
作
し
上
映
し
ま
し
た
。
続
い
て
伝
統
の
ソ
ー
ラ
ン
節

を
和
太
鼓
も
取
り
入
れ
披
露
。
１
年
次
生
演
目
「
ド
キ
ド
キ
　
ワ
ク
ワ
ク
音
楽

の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
！
」
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
を
軸
に
５
チ
ー
ム

に
分
か
れ
手
作
り
楽
器
や
ダ
ン
ス
を
織
り
交
ぜ
、
音
楽
の
魅
力
を
表
現
し
ま

し
た
。
例
年
の
２
倍
と
し
た
休
憩
時
間
で
は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
。
２
年
次

生
演
目
「
雪
の
女
王
〜
冷
た
い
氷
と
希
望
の
花
〜
」
で
は
、
演
技
や
歌
だ
け

で
は
な
く
背
景
幕
な
ど
の
大
道
具
、
小
道
具
、
衣
装
ま
で
制
作
。
１
人
で
も

友
達
を
助
け
に
行
く
勇
気
や
冒
険
に
よ
り
素
敵
な

仲
間
・
宝
物
に
出
逢
え
る
姿
を
表
現
し
ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
実
行
委
員
長
か
ら
の

挨
拶
後
、「
ス
マ
イ
ル
〜
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
明
日
へ
〜
」

を
合
唱
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
終
演
で
す
。

想
い
出
と
な
る
松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
を
製
作
し
、

来
場
者
へ
の
記
念
品
と
し
ま
し
た
。

　
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
下
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
２
月
18
日
（
金
）（
18
：
00
〜
19
：
30
）
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス

の
学
生
達
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
に
検
温
、
消
毒
、
マ
ス
ク

着
用
、
３
密
防
止
等
に
留
意
し
な
が
ら
、
大
分
市
の
Ｊ
：

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
・
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
【
F
em
m
e 

fa
t
a
l
e
（
フ
ァ
ム 

フ
ァ
タ
ル
）】
フ
ラ
ン
ス
語
で
魅
力
を
備
え
た
女
性
と
い
う

意
味
で
す
。
学
生
一
人
一
人
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
、
非
日
常
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
奇
抜
な

デ
ザ
イ
ン
や
楽
し
い
演
出
で
ご
観
覧
く
だ
さ
る
お
客
様
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
学
生
達
は
、
一
人
一
人
の
個
性
を
生
か
し
た
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
作
品
、

フ
ォ
ー
マ
ル
ド
レ
ス
の
数
々
、
衣
装
34
点
を
披
露
し
ま

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
か
ら
縫
製
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン

や
メ
イ
ク
、
ヘ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
作
成
、

企
画
演
出
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
ま
で
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
自
作
自
演
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
し
た
。

　
会
場
は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
県
内
の
高
校
生
や

就
職
先
の
関
係
者
の
方
々
、
保
護
者
の
方
々
、
卒
業
生
等

の
観
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
と
緊
張
で
一
杯
だ
っ
た
学
生
達
で

し
た
が
、
斬
新
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
ラ
ン
ウ
ェ
イ
で
ポ
ー
ズ

を
決
め
て
い
く
姿
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

57th FASHION SHOW SENSATION

 令和４年3月15日　第71号（ 6 ）溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報



（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

繁
里
　
歩
未

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）汐月

　
七
瀬
　
山
中
　
康
弘

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

東
島
　
千
佳
　
山
田
ほ
の
か

第
77
回
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
3
年
7
月
実
施
）

【
1
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
2
年
）

小
田
原
星
奈
　
二
本
柳
　
凜

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

吉
嵜
　
琴
美

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

前
田
　
紗
季

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
2
年
）

石
渡
　
美
羽
　
造
士
　
菜
月

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

安
東
　
　
光
　
石
田
　
椋
子
　
後
藤
　
晨
継

廣
瀬
　
璃
里
　
松
本
　
大
河
　
四
井
　
梨
織

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

久
保
　
小
遥
　
桑
原
　
麻
希

第
55
回
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
3
年
7
月
実
施
）

【
1
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
2
年
）

二
本
柳
　
凜

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

四
井
　
梨
織

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

前
田
　
紗
季

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

後
藤
　
晨
継

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

松
本
　
大
河　

第
65
回
文
章
入
力
ス
ピ
ー
ド
認
定
試
験
日
本
語
合
格
者

（
令
和
3
年
7
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

原
田
　
静
繰

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

板
井
　
沙
織

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

石
川
　
晴
菜

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

福
田
　
夏
鈴

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

髙
橋
　
咲
希

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

本
田
　
涼
葉
　
美
矢
　
佳
音

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

帶
刀
　
樹
里

第
127
回
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
３
年
7
月
実
施
）

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

板
井
　
沙
織

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

石
川
　
晴
菜

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

福
田
　
夏
鈴

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

　
吉
嵜
　
琴
美

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

　
髙
橋
　
咲
希

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

本
田
　
涼
葉

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

河
野
　
美
穂

【
準
２
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

野
中
李
百
花

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

東
島
　
千
佳 

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

美
矢
　
佳
音

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
1
年
）

橘
　
　
り
さ

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

須
藤
　
　
愛

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

古
川
ま
す
み

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

安
達
　
万
緒
　
宮
﨑
　
彩
季

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

繁
里
　
歩
未
　
山
田
ほ
の
か

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

松
井
　
遥
香

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

山
中
　
康
弘

第
125
回
情
報
処
理
技
能
検
定
表
計
算
合
格
者

（
令
和
3
年
7
月
実
施
）

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

前
田
　
紗
季

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

朝
吹
花
奈
子

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

松
本
　
大
河

第
77
回
文
書
デ
ザ
イ
ン
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
3
年
7
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

吉
嵜
　
琴
美

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

松
本
　
大
河

【
準
２
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

野
中
李
百
花

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

繁
里
　
歩
未
　
東
島
　
千
佳
　
山
田
ほ
の
か

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

吉
崎
　
真
尋

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

須
藤
　
　
愛

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

安
達
　
万
緒
　
宮
﨑
　
彩
季

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

松
井
　
遥
香

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

岩
﨑
　
百
華

A
D
E
C
色
彩
士
検
定
合
格
者

（
令
和
3
年
9
月
実
施
）

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

安
達
　
万
緒
　
今
井
　
咲
希
　
野
中
李
百
花

福
田
　
夏
鈴
　
宮
﨑
　
彩
季
　
　
　
　
　
　

フ
ァッ
シ
ョ
ン
販
売
能
力
検
定
合
格
者

（
令
和
３
年
12
月
実
施
）

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

安
達
　
万
緒
　
板
井
　
沙
織
　
新
川
　
愛
実

野
中
李
百
花
　
宮
﨑
　
彩
季
　
　
　
　
　
　

色
彩
検
定
合
格
者

（
令
和
3
年
11
月
実
施
）

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

加
藤
　
明
花

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

板
井
　
沙
織
　
野
中
李
百
花
　
宮
﨑
　
彩
季

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

石
川
　
晴
菜
　
岩
本
ほ
の
か
　
川
邊
　
詩
菜

木
村
　
凜
果
　
河
野
　
莉
子
　
五
所
　
彩
花

佐
藤
　
歌
耶
　
繁
里
　
歩
未
　
髙
橋
　
咲
希

東
島
　
千
佳
　
沼
田
　
珠
音
　
平
野
　
聖
菜

溝
口
　
結
子
　
安
坂
　
美
乃
　
山
田
ほ
の
か

第
９
回
し
ん
け
ん
大
分
学
検
定
合
格
者

（
令
和
3
年
11
月
実
施
）

【
初
　
段
】

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
1
年
）

豊
田
瑠
羽
奈

温
泉
マ
イ
ス
タ
ー
検
定
合
格
者

（
令
和
3
年
8
月
実
施
）

【
認
　
定
】

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
1
年
）

橘
　
　
り
さ
　
松
田
　
裕
香

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
3
年
11
月
実
施
）

【
３
　
級
】

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

石
川
　
亜
実
　
稲
葉
　
光
海
　
井
本
　
樺
乃

江
口
　
美
月
　
戎
藤
　
佳
音
　
小
野
　
綾
女

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

髙
山
　
聖
颯
　
矢
方
　
宏
征
　
児
玉
　
聡
子

中
野
　
良
枝
　
古
川
ま
す
み
　
　
　
　
　
　

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

（
令
和
３
年
12
月
実
施
）

【
認
　
定
】

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

石
川
　
亜
実
　
稲
葉
　
光
海
　
稲
吉
　
恭
一

井
本
　
樺
乃
　
江
口
　
美
月
　
戎
藤
　
佳
音

小
野
　
綾
女
　
河
合
　
美
優
　
髙
山
　
聖
颯

長
谷
川
　
葵
　
矢
方
　
宏
征
　
児
玉
　
聡
子

中
野
　
良
枝
　
古
川
ま
す
み
　
　
　
　
　
　

V
U 

T
H
I 

T
U
Y
E
T 

H
A
I
　
　
　

N
A
N 

S
W
Y
E
　
W
A
N
G 

Y
I 

　
　

（
介
護
福
祉
学
科
1
年
）

井
田
　
心
佳
　
佐
藤
り
さ
子
　
邱

　
　吉
硕

苍

　晓

　玉
　
西
田
　
麗
花
　
白
　
　
　
雪

L
E 

T
H
I 

K
I
M 

H
O
A
N
　
　
　
　

　
安
倍
　
正
浩
　
工
藤
　
隆

（
介
護
福
祉
学
科
留
学
生
コ
ー
ス
1
年
）

B
A
L
A
M
I 

A
N
I
T
A  

　
　
　
　
　

（
介
護
福
祉
学
科
留
学
生
コ
ー
ス
（
秋
）
2
年
）

G
U
R
U
N
G 

A
S
H
A  

　
　
　
　
　
　

G
U
R
U
N
G 

S
A
N
G
I
T
A  

　
　
　

S
Y
A
N
G
T
A
N 

S
H
A
N
T
I
　  

　

M
A
G
A
R 

S
U
N
I
T
A
　  

　
　
　
　

普
通
救
命
講
習
修
了
証

（
令
和
3
年
12
月
実
施
）

【
認
　
定
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
コ
ー
ス
（
春
）
2
年
）

A
L
E 

M
A
G
A
R 

S
I
M
A
　 

　
　
　

S
H
R
E
S
T
H
A 

M
A
N
J
U
　  

　
　

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

　令和３年６月13日月曜日、城島高原パークにて姫山祭の代替となる行事である『姫山祭
2021』を開催しました。昨年度はコロナウイルス感染症の影響で中止を余儀なくされま
した。今年度は感染症も若干くすぶる中、姫山会役員の実行委員から様々な意見を出し
合い、ハーモニーランドやラクテンチなどを視察し、検討した結果、もっともリスクを
回避でき、誰もが存分に楽しめるであろう“城島高原パーク”でのイベントを開催する
に至りました。
　感染症対策に十分考慮し、密を防ぎながらも園内のステージで、姫山祭恒例イベント
である『男装女装コンテスト』、パーク内を利用した『宝探し大会』や豪華景品が当たる

『ビンゴゲーム』と実行委員が英知を結集し、企画しました。『男装女装コンテスト』で
はホール内が感染対策を取った上での満席となり、立ち見客が出るほどの大盛況で、
普段とはまったく違う友達の仮装姿に大きな拍手に包まれておりました。『宝探し大会』
で各所に隠された“宝箱”を発見しては、猛ダッシュで受付へと姿を現し、豪華景品に
歓喜の声が響いておりました。最後の『ビンゴゲーム』でも、次々と読まれる番号に
一喜一憂し、存分に企画を楽しんでおりました。
　企画以外にも、フリーパスを全学生に配布しながら、並行してイベントを開催したため、
学生は各々自分がやりたいことを選択し参加する形式を取り、コロナ禍で、なかなか友達
と一緒に楽しさを共有する機会にこれまで恵まれなかっただけに、この日は童心に帰り、
おおいに満足した笑顔で城島を後にしていました。

里
中
美
恵
子
　
田
中
　
晃
季

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
１
年
）

安
部
　
吉
晃
　
橘
　
　
り
さ
　
豊
田
瑠
羽
奈

松
田
　
裕
香
　
長
谷
川
朱
代
　
　
　
　
　
　  

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン・イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
証

（
令
和
4
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
幼
児
教
育
学
科
2
年
）

安
部
ほ
の
香
　
石
井
　
玲
緒
　
猪
原
寿
々
子

大
久
保
美
海
　
大
島
　
海
優
　
小
野
　
湖
葉

佐
竹
　
真
白
　
椎

あ
か
り
　
髙
茂
　
　
冴

福
田
翔
太
郎
　
宮
田
　
奈
美
　
山
本
　
真
唯

岩
﨑
佐
和
子
　
仲
前
　
典
子
　
　
　
　
　
　

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

石
川
　
亜
実
　
稲
葉
　
光
海
　
稲
吉
　
恭
一

井
本
　
樺
乃
　
江
口
　
美
月
　
戎
藤
　
佳
音

小
野
　
綾
女
　
河
合
　
美
優
　
髙
山
　
聖
颯

長
谷
川
　
葵
　
矢
方
　
宏
征
　
中
野
　
良
枝

古
川
ま
す
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
話
講
習
会
入
門
課
程
修
了
証
書

（
令
和
4
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

朝
吹
花
奈
子
　
久
保
　
小
遥
　
桑
原
　
麻
希

前
田
　
紗
季
　
吉
崎
　
真
尋
　
　
　
　
　
　

（
食
物
栄
養
学
科
医
事
健
康
コ
ー
ス
2
年
）

稲
田
　
春
佳
　
佐
矢
野
瑛
月
　
　
　
　
　
　

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

石
川
　
亜
実
　
稲
葉
　
光
海
　
稲
吉
　
恭
一

井
本
　
樺
乃
　
江
口
　
美
月
　
戎
藤
　
佳
音

小
野
　
綾
女
　
河
合
　
美
優
　
髙
山
　
聖
颯

長
谷
川
　
葵
　
矢
方
　
宏
征
　
児
玉
　
聡
子

　
中
野
　
良
枝
　
古
川
ま
す
み
　
　
　
　
　
　

V
U 

T
H
I 

T
U
Y
E
T 

H
A
I
　
　
　

W
A
N
G 

Y
I
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　 

温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
基
礎
課
程
修
了
証（
履
修
証
明
書
）

（
令
和
4
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
コ
ー
ス
（
春
）
2
年
）

A
L
E 

M
A
G
A
R 

S
I
M
A 

　
　
　
　

S
H
R
E
S
T
H
A 

M
A
N
J
U  

　
　
　

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

田
中
　
晃
季
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
応
用
課
程
修
了
証（
履
修
証
明
書
）

（
令
和
4
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
コ
ー
ス
（
春
）
2
年
）

A
L
E 

M
A
G
A
R 

S
I
M
A 

　
　
　
　

S
H
R
E
S
T
H
A 

M
A
N
J
U  

　
　
　

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

田
中
　
晃
季
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
認
定
証（令

和
4
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
コ
ー
ス
（
春
）
2
年
）

A
L
E 

M
A
G
A
R 

S
I
M
A 

　
　
　
　

S
H
R
E
S
T
H
A 

M
A
N
J
U  

　
　
　

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

田
中
　
晃
季
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
種
技
能
検
定
試
験
合
格
者
一
覧

祝祝祝

学園祭報告
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８ 

地
域
食
材
の
活
用
と
全
粒
粉
の
可
能
性

（
研
究
者
）石
﨑
　
風
菜
・
佐
藤
　
　
瑛

塩
浦
真
由
子
　
　
　
　
　
　

　
地
域
食
材
を
活
用
し
た
糖
尿
病
予
防

の
た
め
の
全
粒
粉
の
レ
シ
ピ
開
発
や
、

販
売
を
行
っ
た
。
全
粒
粉
は
考
え
て
い
た

以
上
に
様
々
な
レ
シ
ピ
に
応
用
が
で
き
、

そ
の
可
能
性
は
無
限
大
と
い
う
こ
と
に

気
付
い
た
。

【
幼
児
教
育
学
科
】

1 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
実
習
日
誌
の
研
究

　
　 

〜
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」「
写
真
」「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」を

　
　
　
　
　
用
い
た
実
習
日
誌
モ
デ
ル
の
作
成
〜

（
研
究
者
）岩
﨑
佐
和
子
・
宮
田
　
奈
美

猪
原
寿
々
子
・
川
野
　
　
萌

仲
前
　
典
子
　
　
　
　
　
　

　
本
研
究
で
は
、
記
録
作
業
の
負
担
軽
減

お
よ
び
現
場
に
即
し
た
記
録
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」、「
写
真
」、

「
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
録
」
を
用
い
た
実
習
日
誌

モ
デ
ル
の
作
成
を
試
み
た
。

２ 

子
ど
も
と
音
楽
を
結
ぶ
も
の

　
　 

〜
現
在
の
保
育
実
情
に
お
け
る
ピ
ア
ノ

　
　
　
　
　
と
う
た
の
意
義
を
考
察
し
て
〜

（
研
究
者
）衛
藤
　
柚
凪
・
大
島
　
海
優

小
野
　
海
星
・
後
藤
　
夏
紀

佐
竹
　
真
白
・
諏
訪
田
真
桜

芦
刈
　
景
子
　
　
　
　
　
　

　
保
育
現
場
に
お
い
て
、
ピ
ア
ノ
に

求
め
ら
れ
る
表
現
の
変
化
と
実
情
、

こ
も
り
う
た
や
わ
ら
べ
う
た
の
定
義
、

歴
史
、
特
徴
に
つ
い
て
分
析
、
考
察
し
、

そ
れ
を
も
と
に
こ
も
り
う
た
を
創
作
し
た
。

３ 

ス
マ
ホ
に
よ
る
心
身
へ
の
影
響

　
　 

〜
視
力
の
低
下
に
つ
い
て
〜

（
研
究
者
）安
部
ほ
の
香
・
渡
邉
　
は
る

安
藤
佑
里
恵
・
中
原
　
柚
衣

野
村
　
悠
樹
・
藤
田
　
紫
織

　
幼
い
う
ち
か
ら
ス
マ
ホ
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
心
身
に
は
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
」
や
「
健
康
上
の
問
題

と
し
て
視
力
が
低
下
す
る
こ
と
は
な
い

の
か
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

４ 

影
絵

　
　 

〜
光
と
影
を
使
っ
た
表
現
方
法
〜

（
研
究
者
）加
来
　
雅
也
・
砂
野
　
　
遼

池
田
　
優
香
・
今
宮
美
南
海

小
野
　
湖
葉
・
坂
本
　
凜
子

　
私
た
ち
は
幼
少
期
に
誰
し
も
遊
ん
だ

こ
と
の
あ
る
影
遊
び
に
着
目
し
た
。

子
ど
も
達
が
慣
れ
親
し
ん
だ
絵
本
を

題
材
に
す
る
こ
と
で
楽
し
ん
で
見
て

も
ら
え
、
光
と
影
に
も
興
味
を
も
っ
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

影
絵
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。

５ 

幼
児
期
運
動
指
針
と
現
場
の
運
動
活
動

　
の
取
組
み

　
　
―
　
現
場
の
声
と
子
ど
も
の
現
状
を

　
　
　
　
　
反
映
し
た
運
動
遊
び
の
発
案
　
―

（
研
究
者
）佐
藤
　
勝
成
・
伊
豆
　
七
海

石
井
　
玲
緒
・
近
藤
　
優
香

和
田
　
美
紀
　
　
　
　
　
　

　
幼
児
期
運
動
指
針
で
は
幼
児
期
の
運
動

を
「
１
日
60
分
以
上
」
と
明
示
し
て

い
る
。
現
場
で
は
ど
の
よ
う
に
解
釈

さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
か
調
査
を
実
施

し
た
。
ま
た
結
果
を
受
け
、
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
案
し
た
。

６ 

別
府
市
内
の
保
育
所
及
び
幼
保
連
携

　
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
障
が
い

　
児
へ
の
特
別
支
援
に
関
す
る
調
査

（
研
究
者
）廣
石
　
侑
美
・
野
間
　
　
柚

桝
中
　
加
穂
・
末
廣
　
美
佳

波
多
野
華
琳
・
宮
﨑
世
梨
菜

入
田
恵
里
子
　
　
　
　
　
　

　
別
府
市
内
に
居
住
す
る
障
が
い
児
を

育
て
る
保
護
者
が
、
保
育
所
及
び
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
を
選
択
す
る
際
に
参
考

と
な
る
各
園
の
特
別
支
援
に
関
す
る
情
報

の
作
成
と
提
供
を
目
的
と
し
て
、
大
分
市
・

別
府
市
・
東
京
都
23
区
の
各
自
治
と
別
府

市
内
の
保
育
所
等
34
園
を
対
象
に
調
査
を

実
施
し
た
。

７ 

就
学
前
施
設
に
お
け
る
劇
遊
び
に

　 

関
す
る
一
考
察

　
　 

―
　
ヒ
ー
ロ
ー
ご
っ
こ
は
劇
遊
び
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
展
す
る
の
か
　
―

（
研
究
者
）牧
　
　
直
斗
・
岡
田
　
彩
良

荒
平
　
琴
未
・
江
藤
　
音
葉

大
久
保
美
海
・
安
尾
　
侃
隼

　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
が
、
劇
遊
び
へ

ど
の
よ
う
に
発
展
す
る
か
、
就
学
前
施
設

に
お
け
る
意
義
や
取
扱
い
、
劇
づ
く
り

ま
で
の
実
態
を
調
べ
、
保
護
者
と
し
て
の

自
身
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
研
究
を
行
っ
た
。

８ 

手
遊
び
の
効
果
と
創
作

　
　 

〜
み
ん
な
が
楽
し
む
た
め
に
〜

（
研
究
者
）椎
原
あ
か
り
・
髙
茂
　
　
冴

酒
井
麻
那
香
・
平
井
　
泉
水

福
田
翔
太
郎
・
山
本
　
真
唯

渡
邊
　
希
朋
　
　
　
　
　
　

　
保
育
現
場
で
実
践
さ
れ
て
い
る
既
存

の
「
手
遊
び
」
の
効
果
や
ね
ら
い
を
分
析

す
る
と
共
に
、
数
多
く
の
手
遊
び
を
参
考

に
、
新
た
に
考
案
し
た
７
つ
の
プ
ロ
セ
ス

に
よ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
遊
び
を
創
作

し
た
。

【
介
護
福
祉
学
科
】

1 

認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方

　
　 

―
　
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
見
つ
け
て
活
か
す
　
―

（
研
究
者
）古
川
ま
す
み
・
ヴ
テ
ィ
ト
ゥエッ
ト
ハ
イ

小
野
　
綾
女
・
河
合
　
美
優

 

Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
に
対
し
て
、
対
応
出
来
る
事

と
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
活
用
し
た
接
し
方

が
あ
る
か
と
考
え
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を

活
か
し
た
対
応
法
で
「
で
き
な
い
こ
と
」

と
「
で
き
る
こ
と
」
が
あ
る
こ
と
を

学
ん
だ
。 

２ 

ホ
ス
ピ
ス
に
つ
い
て

　
　 

―
　
ホ
ス
ピ
ス
の
果
た
す
役
割
　
―

（
研
究
者
）中
野
　
良
枝
・
高
山
　
聖
颯

王
　
　
　
一
・
稲
吉
　
恭
一

　「
ホ
ス
ピ
ス
」「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」
に

つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
最
後
の
時
間
を

よ
り
安
ら
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
施
設
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
「
看
取
り
ケ
ア
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

３ 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

　
　 

―
　
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
験
し
て
み
て
　
―

（
研
究
者
）石
川
　
亜
実
・
児
玉
　
聡
子

稲
葉
　
光
海
・
長
谷
川
　
葵

　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
の

変
化
や
効
果
に
興
味
を
持
ち
調
査
を

行
い
、
利
用
者
様
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

大
変
さ
や
楽
し
さ
を
体
験
し
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
知
る
事
が
で
き
た
。

４ 

中
途
視
覚
障
が
い
者
に
つ
い
て

　
　 

―
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
　
　
　
　
誰
も
が
住
み
や
す
い
町
と
は
　
―

（
研
究
者
）矢
方
　
宏
征
・
井
本
　
樺
乃

江
口
　
美
月
・
戎
藤
　
佳
音

　
中
途
視
覚
障
が
い
者
の
移
動
や
生
活

に
つ
い
て
理
解
で
き
、
住
み
や
す
い
町

と
は
何
か
、
自
分
達
が
体
験
す
る
こ
と
で

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
が
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
。

【
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

　
　
　
　
　
医
療
事
務
コ
ー
ス
】

1 

天
気
痛
が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響

（
研
究
者
）朝
吹
花
奈
子
　
　
　
　
　
　

　
気
圧
の
変
化
に
よ
る
体
調
不
良
に

悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
天
気
痛
を
知
っ
た
。

天
気
痛
の
原
因
は
内
耳
の
リ
ン
パ
液
が

関
係
し
て
い
る
と
分
か
っ
た
。
ま
た
短
大

の
学
生
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

2
0
2
0
年
の
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の

調
査
と
比
較
し
た
。

２ 

甲
状
腺
髄
様
が
ん
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

（
研
究
者
）久
保
　
小
遥
　
　
　
　
　
　

　
甲
状
腺
髄
様
が
ん
と
は
、
発
症
率
が

約
1
％
で
あ
る
。
治
療
法
は
手
術
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
が
、
切
除
範
囲
が
大
き
い

ほ
ど
合
併
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
欧
米

で
は
、
予
防
的
全
摘
出
が
あ
る
こ
と
が

こ
の
研
究
で
分
か
っ
た
。

３ 

マ
ス
ク
に
つ
い
て

　
　 

〜
不
織
布
マ
ス
ク
の
有
効
性
〜

（
研
究
者
）桑
原
　
麻
希
　
　
　
　
　
　

　
マ
ス
ク
の
種
類
が
増
え
て
い
く
中
で

不
織
布
マ
ス
ク
に
つ
い
て
焦
点
を
絞
り
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
や
、
飛
沫
防
止

効
果
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
不
織
布

マ
ス
ク
を
洗
濯
し
た
あ
と
、
効
果
は
70
％

ま
で
低
下
し
た
が
そ
れ
よ
り
は
下
が
ら

な
い
と
い
う
調
査
も
あ
っ
た
。

４ 

熱
中
症
に
つ
い
て

　
　 

〜
高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
〜

（
研
究
者
）前
田
　
紗
季
　
　
　
　
　
　

　
消
防
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
熱
中
症

に
よ
る
救
急
搬
送
の
半
数
以
上
を
高
齢
者

が
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

高
齢
者
は
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
水
分
を

取
り
た
が
ら
な
い
た
め
、
対
策
や
そ
の

他
の
予
防
策
に
つ
い
て
提
案
し
た
。

５ 

低
出
生
体
重
児
と
な
る
原
因
と
対
策

（
研
究
者
）吉
崎
　
真
尋
　
　
　
　
　
　

　
出
生
時
の
体
重
が
少
な
い
ほ
ど
、
肺

や
心
臓
な
ど
の
機
能
が
未
熟
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
「
死
亡
率
の
増
加
」「
身
体
・

知
的
障
害
」
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
し
ま
う
。

原
因
お
よ
び
改
善
策
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

【
食
物
栄
養
学
科
】

1 

臼
杵
の
味
噌
を
広
め
た
い

（
研
究
者
）岡
部
　
采
矢
・
松
村
　
　
紗

 

西
日
本
一
の
規
模
を
誇
る
愛
す
べ
き
大
分

県
臼
杵
味
噌
の
特
徴
を
調
べ
、
実
際
に

味
噌
を
作
り
、
他
の
味
噌
と
の
味
覚

比
較
、
味
噌
料
理
試
作
を
行
い
、
広
報

活
動
を
行
っ
た
。

２ 

温
泉
蒸
気
を
利
用
し
た
「
地
獄
蒸
し

パ
ン
」
の
レ
シ
ピ
開
発

（
研
究
者
）稲
田
　
春
佳
・
佐
矢
野
瑛
月

宇
戸
　
り
さ
・
加
藤
　
由
佳

　
地
獄
釜
で
パ
ン
を
試
作
し
、
レ
シ
ピ

を
開
発
し
て
冊
子
に
ま
と
め
た
。
温
泉

蒸
気
で
蒸
す
と
、
イ
ー
ス
ト
の
発
酵
臭

や
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
の
臭
い
・
味

が
弱
ま
り
、
ま
ろ
や
か
で
ふ
っ
く
ら
と

し
た
美
味
し
い
パ
ン
に
仕
上
が
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

３ 

集
団
指
導
の
食
育
効
果
に
つ
い
て

　
　 

〜
幼
児
の
食
行
動
変
容
〜

（
研
究
者
）木
村
　
実
果
・
松
廣
　
真
由

山
﨑
ふ
ら
の
　
　
　
　
　
　

　
幼
児
期
の
野
菜
嫌
い
が
将
来
病
気
を

引
き
起
こ
す
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、

別
府
市
内
の
保
育
園
で
食
育
活
動
を

行
っ
た
。
食
育
効
果
を
研
究
し
た
結
果
、

保
育
士
と
の
連
携
と
家
庭
で
の
食
育
の

重
要
性
を
再
確
認
し
た
。

４ 

蒸
し
ス
イ
ー
ツ
に
つ
い
て

　
　 

〜
家
庭
で
簡
単
に
作
る
た
め
の
検
討
〜

（
研
究
者
）葛
城
　
理
乃
・
髙
橋
歩
裕
未

　
蒸
し
料
理
の
調
理
法
の
特
徴
に
つ
い
て

調
べ
、
蒸
し
器
、
簡
易
蒸
し
器
、
電
子

レ
ン
ジ
の
道
具
に
よ
る
蒸
し
料
理
の
出
来

栄
え
比
較
を
行
い
、
簡
単
美
味
し
い
蒸
し

ス
イ
ー
ツ
の
レ
シ
ピ
検
討
を
行
っ
た
。

５ 

I
C
T
を
活
用
し
た
食
育

　
　 

― 

新
し
い
学
び
を
創
造
す
る

　
　
　
　
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末 

―

（
研
究
者
）井
生
　
晴
子
・
瀨
口
　
裕
子

　
1
人
1
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
教
育
環
境

に
新
た
な
学
び
の
創
造
を
期
待
し
た
。

I
C
T
を
活
用
し
た
食
育
実
践
や
栄
養

教
諭
の
I
C
T
活
用
状
況
か
ら
、
学
び
の

個
別
化
や
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
た
食
育

の
可
能
性
を
見
出
し
た
。

６ 

本
学
学
生
の
食
生
活
の
現
状
と

　 

そ
れ
に
対
す
る
食
育
活
動
に
つ
い
て

（
研
究
者
）田
中
　
晃
季
・
塩
附
　
康
江

髙
藤
　
美
紗
　
　
　
　
　
　

　
本
学
学
生
の
食
生
活
の
課
題
を
抽
出

し
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
時
短

レ
シ
ピ
の
開
発
・
配
布
、
惣
菜
販
売
活
動

を
通
し
て
、
学
生
の
意
識
改
革
と
食
生
活

の
改
善
を
目
指
し
た
。
食
育
は
継
続
が

大
事
だ
と
感
じ
た
。

７ 

子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
つ
い
て

　
　 

― 

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と 

―

（
研
究
者
）平
松
　
か
の
・
山
尾
　
瑠
佳

菅
　
　
真
衣
　
　
　
　
　
　

　
子
ど
も
食
堂
の
実
態
調
査
と
関
与
す
る

方
法
を
研
究
し
、
食
事
提
供
と
食
育
活
動

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
栄
養
士
を

目
指
す
学
生
に
も
っ
と
関
わ
っ
て
ほ
し
い

と
感
じ
た
が
、
新
た
に
大
き
な
課
題
が

見
え
て
き
た
。

卒
業
研
究
報
告 

〜
二
年
間
の
成
果
〜

日
　
時
　
令
和
３
年
11
月
23
日
（
火
） 

　
　
　
　
17
：
00
〜
19
：
20

開
　
場
　
大
分
市
高
砂
町

　
　
　
　
グ
ラ
ン
シ
ア
タ

テ
ー
マ
「
ま
ほ
う
の
音
楽
会
」

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
（
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
・
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
・
医
療

事
務
コ
ー
ス
）
１
・
２
年
生
合
同
の

学
外
研
修
は
、
各
コ
ー
ス
・
学
年
を

超
え
、
全
員
で
研
修
を
行
な
い
協
調
性
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
生
活

ス
キ
ル
を
養
い
培
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
令
和
３
年
11
月
23
日

（
火
）
大
分
市
高
砂
町
の
i
ic
h
i
ko

グ
ラ
ン
シ
ア
タ
で
行
わ
れ
た
『
魔
法
の

夜
の
音
楽
会
』
を
１
・
２
年
生
全
員

と
教
職
員
で
鑑
賞
し
て
参
り
ま
し
た
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
映
画
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

の
名
曲
を
50
名
を
超
え
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
演
奏
者
と

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト

８
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
様
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
で
拝
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。〝
時
空

を
超
え
た
家
族
へ
の
思
い
を
繋
ぐ

奇
跡
の
歌
〞〝
希
望
を
失
い
か
け
そ
う

に
な
っ
た
時
、
自
分
を
皆
を
勇
気

づ
け
る
歌
〞
の
数
々
。
コ
ロ
ナ
禍

で
心
が
折
れ
そ
う
な
毎
日
で
す
が
、

今
回
の
音
楽
会
は
、
心
の
中
の
大
切

な
想
い
や
新
た
な
希
望
や
勇
気
を

甦
ら
せ
て
く
れ
た
研
修
で
し
た
。

　
食
物
栄
養
学
科
恒
例
の
行
事
で
あ
る

給
食
管
理
実
習
の
報
告
会
を
主
と
し
た

研
修
を
、
コ
ロ
ナ
禍
2
年
目
の
中
、

十
分
な
対
策
を
行
っ
た
上
学
内
で
実
施

し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
4
グ
ル
ー
プ

に
わ
か
れ
2
年
生
の
報
告
と
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。
給
食
管
理
実
習
は
、

栄
養
士
免
許
取
得
の
た
め
の
2
年
次

の
必
須
科
目
で
す
。
病
院
や
老
人
福
祉

施
設
、
栄
養
教
諭
や
医
療
事
務
資
格

に
関
連
し
た
報
告
も
行
い
ま
し
た
。

実
践
の
場
で
の
体
験
は
、
学
内
で
の

講
義
や
実
習
と
は
違
い
進
路
選
択
の

方
向
付
け
に
繋
が
る
と
て
も
重
要
な

学
び
に
な
り
ま
す
。
１
年
生
は
熱
心

に
メ
モ
を
取
り
、
手
を
あ
げ
て
質
問

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昼
食
は
杵
築
市
大
田
の
特
産
品

「
お
宝
め
し
弁
当
」
を
食
べ
、
午
後
か
ら

は
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
短
大

生
活
を
思
い
出
に
残
る
も
の
に
す
る

た
め
に
何
が
い
い
の
か
？
を
学
生
実
行

委
員
と
教
員
で
考
え
、
し
ゃ
べ
ら
な

く
て
も
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
―

ゲ
ー
ム
」
と
２
年
後

の
自
分
に
送
る

「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

郵
便
」
を
書
き
ま

し
た
。
学
生
や
教
員

は
、
日
頃
の
表
情

と
は
違
い
、
マ
ス
ク

を
し
て
い
て
も
笑
顔

が
わ
か
る
よ
う
な

楽
し
い
時
間
と
、

卒
業
後
の
自
分
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
静

か
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
、

行
事
で
の
感
染
者

を
出
す
こ
と
な
く
、

研
修
の
目
的
の
意
義

を
達
成
で
き
た
と

安
堵
し
て
お
り

ま
す
。

食
物
栄
養
学
科 

学
外
（
内
）
研
修

2
0
2
１
年
9
月
22
日（
水
）　
場
所
：
85
年
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科 

学
外
研
修

2
0
２
１
年
11
月
23
日（
火
）　
場
所
：
大
分
市
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
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最
優
秀
作
品

お魚
さばき
講座

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
情
報

を
機
能
的
・
視
覚
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
、

時
代
に
求
め
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
豊
か
で
柔
軟
な
発
想
で

自
分
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま

し
た
。
第
６
回
の
テ
ー
マ
は
「
密
」
。

イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

多
く
の
高
校
生
、
学
生
か
ら
応
募
が

あ
り
、
素
晴
ら
し
い
感
性
に
あ
ふ
れ
た

作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。 

　最
優
秀
賞

　
　
西
村
　
一
紗
さ
ん

　
　
「
タ
ン
ザ
ナ
イ
ト
の
自
壊
」

　
（
大
分
県
立
大
分
西
高
等
学
校
1
年
）

　優
秀
賞

　
　
山
上
　
空
美
さ
ん

　
　
「
か
く
り
」

（
大
分
県
立
別
府
翔
青
高
等
学
校
3
年
）

　
　
石
川
　
晴
菜
さ
ん

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
1
年
）

　
　
髙
橋
　
咲
希
さ
ん

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
1
年
）

入

　賞

　
　
釘
宮
　
悠
羽
さ
ん
「
密
か
」

（
大
分
県
立
杵
築
高
等
学
校
3
年
）

　
　
原
田
　
優
奈
さ
ん
「
モ
ノ
ク
ロ
」

（
大
分
県
立
日
出
総
合
高
等
学
校
3
年
）

　
　
平
野
　
聖
菜
さ
ん

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
１
年
）

　
　
三
ツ
股
百
花
さ
ん

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
１
年
）

　
　
加
藤
　
明
花
さ
ん

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
１
年
）

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
１
，
２
年
生

に
よ
る
「
第
22
回
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
卒
業
制
作
・
学
生
作
品
展

2
0
2
2
」
が
、
令
和
4
年
2
月
17
日

（
木
）〜
2
月
21
日
（
月
）
の
日
程
で
、

大
分
市
　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
学
生
が
、

デ
ザ
イ
ン
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア

デ
ザ
イ
ン
、
写
真
、
素
描
、
工
芸
等
の
様
々
な

体
験
学
習
を
通
し
て
印
刷
、
出
版
、
広
告
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
で
必
要
と
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
ス
や
知
識
、
技
術
の
習
得
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
Ｃ
Ｇ
に
優
れ
た
Ｍ
ａ
ｃ

を
使
っ
て
制
作
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
作
品
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
、

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
）、
写
真
、
絵
画
、

素
描
、
基
礎
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ラ
ス
ト
、
卒
業
生

作
品
な
ど
約
2
0
0
点
が
展
示
さ
れ
た
。
作
品

に
は
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
お
り
、

４
０
０
名
近
く
の
方
々
に
関
心
を
も
っ
て
鑑
賞

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
。
今
回
で
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
と
し
て
の
学
生
作

品
展
は
22
回
目
と
な
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

出
品
点
数
も
増
え
内
容
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。

学
生
も
含
め
て
よ
い
経
験
と
な
っ
た
。
今
後
も

学
生
、
卒
業
生
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
　

　
幼
児
教
育
学
科
は
、
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
別
府
市
で
の
1
日
研
修
と
し
、

1
0
0
名
を
超
え
る
学
生
を
4
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
異
学
年
と
の
交
流
と
親
睦
も

行
え
る
よ
う
学
内
と
学
外
の
2
会
場
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
学
内
で
は
、
卒
業
生
で
も
あ
る
講
師

を
お
招
き
し
保
育
方
式
に
関
す
る
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
ヨ
コ
ミ
ネ
式
で
は
、

認
定
こ
ど
も
園
め
ぐ
み
幼
稚
園
の
衛
藤

那
奈
保
育
教
諭
、
コ
ー
ナ
ー
保
育
で
は
、

よ
い
こ
の
森
こ
ど
も
園
の
池
辺
伸
一
園
長
、

安
藤
智
恵
保
育
教
諭
、
山
崎
誌
臣
巳

保
育
教
諭
が
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

写
真
や
映
像
を
用
い
な
が
ら
、
園
の
教
育

方
針
や
保
育
方
式
に
つ
い
て
実
践
を
紹
介

さ
れ
、
園
児
自
身
が
目
標
を
も
ち
、
努
力

し
て
い
け
る
よ
う
に
援
助
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
や
園
児
の
力
を
引
き
出
す

こ
と
が
保
育
者
の
役
割
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
A
D
E
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー

ア
リ
ー
ナ
を
訪
れ
、
S
T
E
A
M
教
育
や

近
未
来
社
会
S
o
c
i
e
t
y
5
．0
を

支
え
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
考
え
、

最
先
端
技
術
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
対
決
、

A
R
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

次
世
代
の
社
会
環
境
を
見
据
え
た
保
育
の

た
め
、
保
育
者
は
学
び
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
や
未
来
社
会
で
の
技
術

の
活
用
と
そ
の
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

い
る
様
子
で
し
た
。
あ
わ
せ
て
非
接
触
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
観
点

か
ら
も
学
び
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
出
会
い
や
体
験
を
通
し
て
、

秋
学
期
か
ら
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
志
す

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

2
0
2
1
年
3
月
29
日
（
月
）
〜

4
月
15
日
（
木
）
J
R
別
府
駅
構
内

　
令
和
３
年
度
介
護
福
祉
学
科
・
学
外

研
修
と
し
て
、
竹
田
市
の
「
T
A
O
の
丘
」

野
外
L
I
V
E
劇
場
に
て
D
R
U
M
　

T
A
O
の
演
奏
を
観
劇
い
た
し
ま
し
た
。

　
雄
大
な
阿
蘇
の
大
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ

を
背
景
に
し
た
、「
天
空
の
舞
台
」
は

45
分
間
の
舞
台
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

迫
力
や
演
出
等
に
一
同
で
盛
り
上
が
り
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
な
が
ら
の

研
修
で
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

主
に
野
外
で
の
活
動
に
て
ク
ラ
ス
間
だ
け

で
な
く
、
１
・
２
年
次
生
の
学
年
間
の

交
流
も
図
れ
ま
し
た
。

　
移
動
途
中
に
は
ガ
ン
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム

へ
立
ち
寄
り
、
地
産
の
も
の
を
堪
能
し
、

大
自
然
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
過
ご
し

ま
し
た
。

　
今
回
「
最
新
の
日
本
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
」
と
表
現
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
魅
力
を
体
感
し
、
努
力
し
て

い
く
こ
と
や
、
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の

大
切
さ
を
学
べ
た
こ
と
は
、
今
後
の
学
生

生
活
や
福
祉
の
現
場
で
も
非
常
に
活
用

で
き
、
学
生
自
身
の
素
晴
ら
し
い
財
産

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
大
分
県
内
の
魚
食
普
及
を
目
的
と
し
た

佐
伯
市
蒲
江
漁
業
青
年
部
連
絡
協
議
会
主
催
、

本
学
公
開
講
座
「
お
魚
さ
ば
き
講
座
」
は
、

食
物
栄
養
学
科
の
恒
例
の
行
事
の
一
つ
で

あ
る
。
令
和
元
年
1
月
に
24
回
目
の
開
催
を

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
予
防
の
余
波

で
2
年
間
連
続
の
中
止
に
見
舞
わ
れ
た
。

　
今
年
度
は
昨
年
と
は
違
い
、
講
座
の
中
止

と
判
断
後
、
こ
の
行
事
を
学
内
の
食
物
栄
養

学
科
１
年
生
の
調
理
学
実
習
に
切
り
換
え

実
施
し
た
。
学
生
に
は
〝
体
験
〞
の
機
会
を

も
う
こ
れ
以
上
奪
い
た
く
な
い
と
の
判
断
で

あ
る
。
佐
伯
市
蒲
江
よ
り
、
〝
美
人
ぶ
り
〞

1
尾
と 

〝
鯛
〞
2
尾
を
購
入
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
日
は
前
日
に
起
き
た
地
震

（
震
度
5
強
）
の
影
響
で
J
R
が
不
通
と
な
り
、

出
席
で
き
な
い
学
生
、
バ
ス
に
乗
り
換
え
少
し

遅
れ
て
来
た
学
生
も
い
た
。
学
生
20
名
が

参
加
し
授
業
開
始
。
学
生
は
、
前
日
に
蒲
江

漁
協
の
ブ
リ
養
殖
場
と
ブ
リ
の
捌
き
の
録
画

を
視
聴
し
て
い
る
が
、
目
の
前
で
、〝
ブ
リ
〞

が
捌
か
れ
る
様
子
を
目
に
す
る
の
は
、
初
め

て
の
学
生
が
多
か
っ
た
。
三
枚
に
下
ろ
さ
れ
た

ブ
リ
と
鯛
を
、
学
生
は
、
刺
身
盛
合
せ
・
鯛
の

ア
ラ
の
味
噌
汁
・
鯛
の
ホ
イ
ル
焼
き
の
三
品

に
調
理
し
た
。

　
大
魚
を
捌
い
た
学
生
は
「
皮
と
骨
が
硬
く
て

な
か
な
か
切
れ
な
く
て
苦
労
し
た
。」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。
試
食
し
た
学
生
は
「
ブ
リ
の
刺
身

は
脂
が
の
っ
て
美
味
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
魚
を
食
べ
よ
う
と
思
っ
た
。」
と
感
想

を
述
べ
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
受
け
、

学
生
の
様
子
を
後
日
放
送
し
て
も
ら
っ
た
。

　
来
年
こ
そ
は
、
蒲
江
漁
業
の
方
々
と
の
交
流

が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
講
座
の
開
催
を

願
っ
て
い
る
。

最
優
秀
賞

　
羽
田
野
千
咲
「
み
っ
け
！
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

優
秀
賞

　
長
野
羽
衣
比
「
あ
の
子
と
先
生
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
増
田
　
由
菜
「
春
の
訪
れ
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

　
長
尾
　
真
鈴
「
夢
は
パ
リ
コ
レ
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
２
年
）

佳

　
　作

　
髙
田
　
留
奈
「
♡
（
L
O
V
E
）
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
３
年
）

　
國
吉
　
真
琴
「
N
o.

1 

」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
１
年
）

　
高
橋
　
優
奈
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
１
年
）

　
県
下
各
高
等
学
校
に
は
誇
る
こ
と
の
で
き
る
人
・
物
・
心
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
写
真
と
い
う
方
法
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
の
が
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の

所
期
の
目
的
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
写
真
と
し
て
の
完
成
度
も
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
目
的
に
沿
う
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
審
査
を
行
い
ま
す
。
受
賞
作
品
は

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
表
彰
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
に
優
れ
た
作
品
は
毎
年
２
月
に

行
わ
れ
る
本
学
の
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
卒
業
制
作
・
学
生
作
品
展
」
に

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
定
し
て
、
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
広
く

一
般
の
方
々
に
も
母
校
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な

こ
と
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
高
校
生
の
部
活
動
も
制
限
を
受
け
、
思
う

よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
と
は
い
え
、
そ
の
中
で

本
年
度
も
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
つ
つ
厳
正
な
審
査
を
実
施
し
た

結
果
、
次
の
作
品
を
受
賞
作
と
し
ま
し
た
。

　
例
年
、
4
月
初
旬
の
「
別
府
八
湯
温
泉
ま
つ
り
」

の
一
環
で
、
学
生
が
作
成
し
た
、
別
府
を
観
光
客

の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
品

を
J
R
別
府
駅
構
内
で
展
示
し
て
い
た
。
今
年
度
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
「
別
府
八
湯
温
泉
ま
つ
リ
」
は
 

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
J
R
別
府
駅
構
内
で
の

本
学
学
生
に
よ
る
作
品
展
示
は
引
き
続
き
行
な
う

こ
と
が
で
き
た
。

　
別
府
の
主
要
な
観
光
名
所
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
学
生
が

各
々
の
視
点
と
想
い
で
、
学
生
ら
し
い
趣
向
を
凝
ら

し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
や
、
段
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た

フ
レ
ー
ム
に
学
生
各
々
が
自
由
に
表
現
し
た
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
貼
り

付
け
た
灯
籠
な
ど
を
制
作

し
た
。

　
期
間
中
は
、
子
ど
も
か
ら

ご
年
配
の
方
ま
で
、
多
く
の

方
々
が
作
品
の
前
で
足
を

止
め
て
下
さ
り
、
学
生
の

想
い
が
こ
も
っ
た
作
品
を
、

思
い
出
の
ひ
と
つ
と
し
て

刻
ん
で
い
た
だ
い
た
。

第
14
回

西
村
　
一
紗
さ
ん

二十四年続いた「お魚さばき講座」
コロナ禍で二年間連続中止に・・・

～今年は調理学実習Ⅱに切り換えて実施～
2022年1月22日（土）９時～12時
場所：85年館　調理室・試食室

第
22
回
　ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　 グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

2022

卒
業
制
作
・
学
生
作
品
展

幼
児
教
育
学
科 

学
外
（
内
）
研
修

2
0
2
1
年
9
月
29
日（
水
）
　場
所
：
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
内
　
　
　
　

A
D
E
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
ア
リ
ー
ナ

介
護
福
祉
学
科 

学
外
研
修

2
0
2
1
年
10
月
15
日（
金
）
　場
所
：
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園

第
６
回 

イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

J
R
別
府
駅
構
内

観
光
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
示
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別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学

大
分
県
別
府
市
亀
川
中
央
町

電
話
代
表
〇
九
七
七・六
六・〇
二
二
四

こ

ん

ぱ

す

㈱
電
子
印
刷
セ
ン
タ
ー

発
行

写
真

印
刷

本
学
は
今
年
学
園
創
立
76
周
年
を
迎
え

こ
れ
ま
で
ご
支
援
・
ご
協
力
下
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
し
、
新
た
な
一
歩
を
歩
ん
で

き
た
。
今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

日
本
選
手
団
は
大
活
躍
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
全
世
界
に
蔓
延
し
、
日
本
で
も

発
出
、
現
在
も
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。

そ
の
中
で
も
し
っ
か
り
学
び
歩
ん
で
き
た

皆
さ
ん
に
心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ

た
い
。
今
後
と
も
、
検
温
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
消
毒
、
手
洗
い
う
が
い
を
徹
底

し
、
三
密
を
避
け
る
生
活
を
続
け
て

ほ
し
い
（
コ
ロ
ナ
対
策
）。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
本
学
で

取
得
し
た
資
格
、
知
識
、
技
術
を
用
い
て

一
歩
一
歩
進
ん
で
ほ
し
い
。
本
学
で
の

２
年
間
を
糧
に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
う
。

あ
と
が
き
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春学期

秋学期

春学期開講
入学式
オリエンテーション

就職ガイダンス

姫山祭（学園祭）

第16回読書感想文コンクール　　
春学期定期試験　　
幼児教育学科保育園実習(2年次生)

ライフデザイン総合学科学外実習
食物栄養学科医療秘書実務実習
食物栄養学科給食実習
幼児教育学科保育園・施設実習（２年次生）　
介護福祉学科介護実習（２年次生）

幼児教育学科幼稚園実習
食栄学外研修、幼教学外研修

介護福祉学科ふくし・ふれ愛ひろば
就職ガイダンス
食物栄養学科お弁当コンテスト

幼児教育学科
ミュージックカーニバル
（ホルトホール・ビーコンプラザ）
防災訓練

秋学期開講
頌徳式
スポーツ大会

卒業式

ライフデザイン総合学科ファッション
ブライダルコースファッションショー
秋学期閉講
ライフデザイン総合学科グラフィック
デザインコース卒業制作・学生作品展
幼児教育学科基礎実習（1年次生）

姫山会役員選挙　　
食物学科卒業研究発表会
幼児教育学科卒業研究発表会
介護福祉学科卒業研究発表会
就職ガイダンス
ライフデザイン総合学科
医療事務コース卒業研究発表会

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3

年間行事　Campus schedule


